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記念撮影前に友と語らう新成人の皆さん

［主な内容］
● 市・県民税および所得税等の申告のご案内
● 愛情と責任をもって犬猫を正しく飼っていますか？
● パスポート（旅券）の申請・交付を市役所で開始！
● 秩父市長選挙・秩父市議会議員補欠選挙の日程決定
● 振り込め詐欺にご注意を！

［市内公民館・勤労青少年ホーム　講座・クラブ受講生募集］
［秩父市議会だより　第15号］

［市の人口］
70,378人
男=34,405人
女=35,973人
前月比－11人

［世帯数］
26,360世帯
前月比－13世帯

平成21年１月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

発行所　秩父市役所　電話 0494－22－2211（代表）
　　　　〒368－8686  埼玉県秩父市熊木町 8 番15号



❷2009年2月号

①
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成

21
年
１
月
１
日
現
在
、
秩
父
市
に
住

所
の
あ
る
方

②
市
外
に
居
住
す
る
方
で
、
市
内
に
事

業
所
、
事
務
所
ま
た
は
家
屋
敷
を
有

す
る
方

①
給
与
所
得
者
で
、
給
与
支
払
者
（
勤

務
先
）
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
が
さ
れ
て
い
る
方
（
給
与
所
得
以

外
に
所
得
の
あ
る
方
は
、
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

②
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
方

　

平
成
20
年
中
（
平
成
20
年
１
月
１
日

〜
12
月
31
日
ま
で
）
の
所
得
で
す
。

申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方

地
区
別
に
各
会
場
で
行
い
ま
す

市
･
県
民
税
の
申
告

2/13金 ▼3/16月
　

市
･
県
民
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
申
告
の
ご
用
意
は
お
済
み
で
す
か
。

　

申
告
書
の
提
出
は
、
２
月
13
日
㈮
か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
の
間
で
、
地
区
別
に
申
告
日
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

締
切
日
近
く
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、指
定
日
以
外
に
申
告
さ
れ
る
方
は
、お
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
該
当
す
る
方
は

申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

申
告
し
て
い
た
だ
く
所
得

❶
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

❷
案
内
は
が
き

❸
所
得
計
算
に
必
要
な
資
料

・
売
上
、
仕
入
等
の
帳
簿
・
決
算
書
・

領
収
書
等

・
給
与
収
入
・
年
金
収
入
の
あ
る
方
は
、

源
泉
徴
収
票

・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、
平
成
20

年
度
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
の
写

し
（
該
当
箇
所
）

❹
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
な
ど

※
高
額
療
養
費
な
ど
、
医
療
費
を
補
て

ん
す
る
保
険
金
等
を
受
け
た
場
合
は
、

そ
の
金
額
が
分
か
る
も
の
も
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

❺
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方
は
、

そ
の
領
収
書
（
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
国
民
年
金
等
）

※
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

申
告
の
際
に

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
納
付

方
法
に
よ
り
控
除
対
象
者
が
下
表
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

※
前
掲
の
社
会
保
険
料
を
口
座
振
替
で

納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
１
月
下
旬

に
送
付
し
た
振
替
納
付
済
通
知
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

❻
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・

地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方
は
、

領
収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
等

※
平
成
18
年
末
ま
で
に
締
結
し
た
長
期

損
害
保
険
料
（
保
険
期
間
が
10
年
以

上
で
満
期
返
戻
金
の
あ
る
も
の
）
に

つ
い
て
は
、
従
前
の
損
害
保
険
料
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
❹
・
❺
・
❻
に
つ
い
て
は
、
20
年
中

に
支
払
っ
た
も
の
で
す
。

❼
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
方
は
、

配
偶
者
の
所
得
が
確
認
で
き
る
も
の

（
源
泉
徴
収
票
等
）

❽
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、
障
害

者
手
帳
ま
た
は
福
祉
事
務
所
長
の
証

明
書

問
課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
３

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
５

※
地
区
別
の
申
告
日
程
お
よ
び
日
曜
日

の
申
告
日
程
に
つ
い
て
は
、
今
月
号

の
４
・
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

社会保険料控除対象者
社会保険料の種類 納付方法 控除が受けられる方

国 民 健 康 保 険 税
年金からの天引き 年金受給者

口座振替または現金納付 口座名義人または保険税を
支払った方

介 護 保 険 料
年金からの天引き 年金受給者

口座振替または現金納付 口座名義人または保険料を
支払った方

後期高齢者医療保険料
年金からの天引き 年金受給者

口座振替または現金納付 口座名義人または保険料を
支払った方



❸
市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。

なお、市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
！

秩
父
税
務
署
か
ら
の
ご
案
内

　

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

の
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
受
付
は
、
２

月
16
日
㈪
か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
、
個

人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
は
、
３
月
31
日
㈫
が
申

告
・
納
付
の
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

閉
庁
日
（
土
・
日
・
祝
日
等
）
は
税

務
署
で
の
相
談
・
受
付
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
申
告
書
は
郵
便
や
信
書
便
に

よ
る
送
付
ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外
収

受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
期
限
間
近
に
な
る
と
、
税
務

署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
、
で
き
る

だ
け
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面

の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
申
告
書
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
、
印
刷
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

申
告
書
を

作
成
す
る
と
き
は

ナ
ー
」
で
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
用
の
申
告
デ
ー

タ
を
作
成
し
、
簡
単
な
操
作
で
自
宅
か

ら
電
子
申
告
（
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
）
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
納
期
限　

３
月
16
日
㈪

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
納
期
限　

３
月
31
日
㈫

　

忘
れ
ず
に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
ま

た
は
税
務
署
窓
口
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

振
替
納
税
は
、「
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
そ

れ
ぞ
れ
の
申
告
期
限
ま
で
に
提
出
い
た

だ
く
だ
け
で
、
指
定
の
預
貯
金
口
座
か

ら
振
替
納
付
日
に
自
動
的
に
納
税
が
行

な
え
、
金
融
機
関
等
に
出
向
く
必
要
も

納
付
期
限
と
振
替
納
税
の

利
用
に
つ
い
て

所
得
税
、
個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
納
税
に
は
、

「
振
替
納
税
」が
便
利
！

な
く
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
る
こ

と
も
な
い
、
大
変
便
利
で
確
実
な
納
付

方
法
で
す
。

所
得
税　

４
月
22
日
㈬

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税　

４
月
27
日
㈪

※
振
替
納
付
日
に
指
定
口
座
の
残
高
が

不
足
し
て
い
る
と
、
振
替
納
付
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
預
貯
金
口
座
は
ご
本
人
名
義
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

問
秩
父
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

　

☎
22

－

４
４
３
３

振
替
納
税
利
用
者
の

振
替
納
付
日

軽自動車や原付自転車を廃棄・譲渡した方
または

3月末までに廃棄・譲渡の予定の方
３月末までに手続きを！

　軽自動車税は、毎年４月1日現在に軽自動車等を所有
している方に課税されます。
　廃棄、譲渡、転出をした場合には、３月末までに廃車
や名義変更等の手続きをしてください。手続きがない場
合は、その年度の軽自動車税は旧所有者等に課税するこ
とになります。また、所有者が死亡したときは、必ず名
義変更等をするようお願いします。
　詳細については、下記窓口にお問い合わせください。

※盗難や紛失の場合は、必ず警察へ届け出てから廃車の
手続きをしてください。
※車種により、取扱窓口が異なります。
※軽自動車は、４月２日以降に廃車や譲渡をされても、
その年度分の税金は納めていただくことになります。

問課税課諸税担当　☎２２－２２１１内線１２７７

車　　　種 取　扱　窓　口
原動機付自転車（125cc以下）
ミニカー、小型特殊自動車

市役所課税課
吉田・大滝・荒川総合支所総務課

二輪の軽自動車
（125cc超250cc以下）
二輪の小型自動車（250cc超）

関東運輸局埼玉運輸支局
熊谷自動車検査登録事務所
☎050－5540－2027
（テレホンサービス）

三・四輪の軽自動車
軽自動車検査協会
　埼玉事務所熊谷支所
　☎048－574－1662



2009年2月号 ❹

平成21年度申告受付・相談日程表
　平成₂1年度市･県民税の申告は、表のとおり地区別に各会場で行います。
【秩父会場】

月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間
２月１３日（金） 浦山 浦山公民館 午前９時～午後１時
２月１６日（月） 久那 久那公民館

午前９時～午後４時

２月１７日（火） 宮本・巴・大沼・八幡 影森公民館２月１８日（水） 旭・栄
２月１９日（木） 上山田・下山田 高篠公民館２月２０日（金） 中山田・栃谷本・栃谷・定峰
２月２３日（月） 中寺尾・下寺尾 尾田蒔公民館２月２４日（火） 上寺尾・蒔田・田村
２月２５日（水） 諏訪

原谷公民館２月２６日（木） 宮崎・大野原
２月２７日（金） 上黒谷・下黒谷
３月　２日（月） 太田・伊古田 大田公民館３月　３日（火） 品沢・堀切・小柱
３月　４日（水） 日野田町・野坂町・滝の上町

歴史文化伝承館５階第１会議室

３月　５日（木） 上町
３月　６日（金） 中町・本町・宮側町・番場町・上野町・東町
３月　８日（日） 該当日に都合のつかない方
３月　９日（月） 道生町・中村町・阿保町
３月１０日（火） 近戸町・桜木町・金室町・永田町・柳田町
３月１１日（水） 熊木町・大畑町・上宮地町
３月１２日（木） 中宮地町・下宮地町・相生町・別所
３月１３日（金）

該当日に都合のつかない方３月１５日（日）
３月１６日（月）

【吉田会場】
月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間

２月１６日（月） 吉田太田部 吉田小学校太田部分校 午前10時～正午
２月１７日（火） 上吉田（明ヶ平・小川・女形）

吉田高齢者生産活動センター

午前９時～午後４時

２月１８日（水） 上吉田（大波見・小川戸・塚越）
２月１９日（木） 上吉田（中島・千鹿谷・久形・女部田）
２月２０日（金） 上吉田（石間戸・大棚部・宮戸）
２月２３日（月） 吉田石間 吉田石間交流学習館
２月２４日（火） 吉田阿熊

吉田総合支所

２月２５日（水） 吉田久長（久長上）
２月２６日（木） 吉田久長（久長元・藤頼）
２月２７日（金） 下吉田（取方・桜井）
３月　２日（月） 下吉田（本町・上町・仲町・新志）
３月　３日（火） 下吉田（藤沢・関小暮）
３月　４日（水） 下吉田（新田原）
３月　５日（木） 下吉田（上野釜の上赤柴・橋倉）
３月　６日（金） 下吉田（布里田中・矢畑）
３月　８日（日） 該当日に都合のつかない方
３月　９日（月） 下吉田（井上）
３月１０日（火） 下吉田（椋本）３月１１日（水）
３月１２日（木）

該当日に都合のつかない方３月１３日（金）
３月１６日（月）

市では、「定額給付金事務推進本部」を設置しました
定額給付金の支給方法等については、市報ちちぶ３月号にて詳しくお知らせします



❺
ちちぶ夢創り倶楽部への入会をお待ちしています

～「ふるさと納税」で輝く秩父をあなたのふるさとに！～

【大滝会場】
月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間

２月１６日（月） 強石 強石健康元気プラザ 午前９：30～11：30
大血川 大血川健康元気プラザ 午後１：30～３：30

２月１８日（水） 大輪 大輪コミュニティーセンター 午前９：30～11：30
神岡 神岡区集会所 午後１：30～３：30

２月１９日（木） 巣場 巣場区集会所 午前９：30～11：30
大達原 大達原区集会所 午後１：30～３：30

２月２０日（金） 落合 落合区公会堂 午前９：30～11：30
三峰 三峰コミュニティーセンター 午後１：30～３：30

２月２３日（月） 大久保・二瀬 大久保区集会所 午前９：30～11：30
上中尾 上中尾区集会所 午後１：30～３：30

２月２４日（火） 川又 川又公会堂 午前９：30～11：30
栃本 栃本会館 午後１：30～３：30

２月２５日（水） 三十槌 三十槌区集会所 午前９：30～11：30
小双里 小双里健康元気プラザ 午後１：30～３：30

２月２６日（木） 麻生 麻生区集会所 午前９：30～11：30
寺井 寺井区集会所 午後１：30～３：30

２月２７日（金） 鶉平 鶉平コミュニティーセンター 午前９：30～11：30
中津川・小倉沢 中津川区集会所 午後１：30～３：30

３月　２日（月） 中双里 中双里区集会所 午前９：30～11：30
３月　３日（火）

～

３月１６日（月）
該当日に都合のつかない方
※３月７日㈯・８日㈰・14日㈯・15日㈰を除く 大滝総合支所 午前９時～午後４時

日曜日の申告受付（平日に都合がつかない方のみ）
月　　日 申告受付対象地区 会　　場

３月　８日（日）
本庁舎管内の方 歴史文化伝承館５階第１会議室
吉田総合支所管内の方 吉田総合支所
荒川総合支所管内の方 荒川総合支所

３月１５日（日） 本庁舎管内の方 歴史文化伝承館５階第１会議室
※各会場とも、受付は午前９時～午後４時まで
※上記以外の休日（土・日・祝日）は行いません。

【荒川会場】
月　　日 申告受付対象地区 申告受付会場 受付時間

２月１６日（月） 名水久那

荒川総合支所 午前９時～午後４時

２月１７日（火） 石原（下石原・上石原・上田野北県住）２月１８日（水）
２月１９日（木）

若御子（栃久保・糀屋・船川・越・上田野県住）２月２０日（金）
２月２３日（月）
２月２４日（火） 上田野（事上・上半縄・下半縄・坂口）２月２５日（水）
２月２６日（木） 荒川日野（芦川・寺沢・下日野）２月２７日（金）
３月　２日（月） 荒川中央（大塚・松葉・小野原・鷺ノ巣・柴原・皆谷原住宅）
３月　３日（火） 下白久（豆早原・橋場・原）
３月　４日（水） 上白久（中野・青梅・上サ・白久住宅）
３月　５日（木） 日向（上郷・上平・反平・下郷）
３月　６日（金） 贄川（猪鼻・町分・古池・大指）
３月　８日（日）

該当日に都合のつかない方
３月　９日（月）

～

３月１３日（金）
３月１６日（月）

納期限 ３月２日㈪

税　目 固 定 資 産 税 第４期分
国民健康保険税 第８期分

納期限内の納付にご協力をお願いします。

　口座振替を利用している方は、納期限の日に振り
替えますので預貯金の残高をご確認ください。
問収納課　☎２２－２２１０
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寄せられています！
苦情・相談

❻

愛
情
と
責
任
を
も
っ
て　
　
　
　 

を
正
し
く
飼
っ
て
い
ま
す
か
？

犬
猫

　
「
犬
・
猫
の
フ
ン
を
放
置
す
る
飼
い
主
が
い
て
、
不
衛
生
で
困
っ
て
い
る
」　
「
近
所
で
飼
っ
て
い
る

猫
が
増
え
て
し
ま
い
、
家
の
ま
わ
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
、
庭
等
に
入
り
込
み
フ
ン
や
尿
を
さ
れ
て
困
っ
て

い
る
」
な
ど
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
関
す
る
苦
情
・
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　猫を屋外で飼う場合は、近隣住民に対する

十分な心配りと飼い主としての責任感がより

一層重要となります。できるだけ猫は室内で

飼うように心かげましょう！

　また、飼い主のいない猫(野良猫)に餌を与える人がいますが、

このことによって猫が集まり、迷惑と感じる人もいます。

　野良猫に餌を与えた場合は、その猫の飼い主とみなされますの

で、周辺住民に迷惑のかからないよう十分配慮し、飼い主として

の責任と自覚を持って猫に接するようにしましょう。

　犬を飼う場合は、フンの後始末をしっかり行い、

放し飼いは絶対にしないように注意しましよう。

　犬や猫は、自分ではフンや尿の後始末ができま

せん。かりに散歩の際に土に埋めても、簡単には

土に還らず、風雨で露出したり、他の犬などによっ

て掘り返されたりしてしまいます。

　散歩の際は、ビニール袋とスコップを持ち、必ず自宅まで持ち帰り

処理をするようにしましょう。

　なお、生後90日を経過した犬を飼う場合には、登録と年１回の狂犬

病予防注射が義務づけられています。

　一部のマナーの悪い飼い主のために、近隣の住民
や正しくペットを飼っている人たちが、大変不愉快
な思いをし、迷惑をしています。
　飼い主は、ペットへの愛情はもちろん、それと同
じだけの責任を持って育て、そして最後まで飼い続
ける義務があります。
　ルールとマナーを守り、人も動物も暮らしやすい
環境づくりを心かげましょう！

　

関
口
マ
ツ 

氏
（
野
坂
町
）
は
、
１

月
16
日
、
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ

た
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
に
お

い
て
、
交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銀
章
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
口
氏
は
、「
交
通
安
全
は
家
庭
か

ら
」
を
合
い
言
葉
に
、
平
成
10
年
か
ら

交
通
安
全
母
の
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
願
い
、
児

童
・
生
徒
の
通
学
中
の
立
哨
指
導
な
ど
、

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
を
守

る
家
庭
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
の
活
動

に
お
い
て
、
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
氏
は
、
昨
年
12
月
４
日
に

国
立
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
交
通
安
全
母

親
全
国
大
会
に
お
い
て
、
全
国
交
通
安

全
母
の
会
連
合
会
会
長
表
彰
も
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

関口　マツ 氏
（野坂町）

交
通
栄
誉
章

「
緑
十
字
銀
章
」

表
彰
受
賞
者
の

ご
紹
介

問生活衛生課☎２５－５２０２

読売新聞の企画「平成百景」の候補に 「秩父夜祭」 がエントリー中！ぜひ投票をお願いします
投票方法等詳しくは、市ホームページまたはインターネット 平成百景 読売

がエントリー中！ぜひ投票をお願いしますがエントリー中！ぜひ投票をお願いします
検索 クリック！



❼
秩父市は、秩父夜祭のユネスコ世界無形文化遺産登録に向けてチャレンジしています！

毎日厳しい寒さが続き、さらに世界経済の同
時不況が重なり、一段と暮らしの厳しさを感じ
ているところかと思います。市におきましては
「緊急経済対策本部」をいち早く設置し、雇用・
住宅問題をはじめ、あらゆる対策に取り組んで
いるところです。
しかし、どんなときにあっても、子どもたち
には夢と希望を持って歩んでもらいたいと願っ
ています。このような意味を込め、市では合併
以来、子どもたちが学ぶ学校を安全な建物にし
ていこうと、老朽化が進んだものから順次、改
修や改築を計画的に進めており、これまでに吉
田中、秩父一中、秩父一小などの整備を済ませ
ました。１月には荒川東小学校の新校舎が完成
し、３学期から新しい教室での授業が始まりま
した。現在地に移転してから100周年を迎える
年に新校舎完成という出来事が重なり、二重の
お祝いの年となりました。
先ごろ、日本経済新聞社が実施した「行政サー
ビス調査」の結果が発表され、秩父市は「子育
て」部門で県内８位（全国69位）、「高齢者福祉」
部門では県内３位（全国64位）、「公共料金」分
野では県内５位（全国18位）という上位にラン
キングされました。昨年「子育て支援・元気長
寿のまち」宣言をした秩父市にとっては朗報で
す。子育て世代にもシルバー世代にも、住みや
すいまちということが実証されたわけです。
さて、アメリカでは新大統領にオバマ氏が就
任し、「競争の社会」から「協力の社会」への
変革の風が吹き始めているようです。危機的な
時にこそ、次の時代に花開く芽が生まれてくる
ものです。秩父には都会にはない住民同士の強
い絆があります。大変な状況が続きますが、心
には明るい希望を持ち続けて、「助けあい 温も
りのまち」の精神で、協力し合いながら乗り切っ
ていきましょう。

秩父市長

～危機にこそ希望を持って協力を～
　

市
で
は
、

県
か
ら
の

権
限
移
譲

に
よ
り
、

４
月
１
日

㈬
か
ら
パ

ス
ポ
ー
ト

の
申
請
・

交
付
業
務

を
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
熊
谷
や
大
宮
な
ど
に

あ
る
県
内
の
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は

利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
３
月
末
ま
で
に
県
内
の
パ

ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
申
請
を
さ
れ
た

場
合
は
、
４
月
以
降
に
な
っ
て
も
申
請

し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
み
で
交

付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所

　

市
民
課
（
本
庁
舎
１
階
）

申
請
手
数
料
・
受
付
時
間

　

下
表
の
と
お
り

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
細
は
市
報
ち
ち

ぶ
３
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
市
民
課
☎
22

－

５
３
４
８

ご寄附ありがとうございました
　次の方々から、社会福祉のために寄附をいただきました。
温かな善意に感謝し、ご紹介します。（平成20年12月）

▼５日、秩父看護専門学校文化祭実行委員会様から
　90,585円

▼ 12日、クボバレエアカデミー様（久保栄治代表）から
78,000円

▼16日、川邉房子様から10,000円

▼17日、秩父明るい社会づくりの会様（井上 久会長）から
80,000円

▼22日、秩父仏教会様（町田廣文会長）から118,277円

▼25日、匿名様から20,000円

申請手数料

種　　類 収入印紙 埼玉県
収入証紙 合計

有効期間：10年 14,000円 2,000円 16,000円
有効期間：５年 9,000円 2,000円 11,000円
12 歳 未 満 用 4,000円 2,000円 6,000円

４／１水から

受付時間
申請 月～金曜日（午前９時～午後４時30分）

月～金曜日（午前９時～午後４時30分）
受領 ※第２・４木曜日は午後７時15分まで

※毎月最終日曜日（午前９時～午後４時30分）
※土曜日・祝日・年末年始（12／29～1／3）は業務を行いません。

申
請
・
交
付
を
市
役
所
で
開
始
！

パ
ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）の



❽2009年2月号

対象となる方

　平成21年３月31日現在において、次のいずれにも該当する７歳に満たない第３子以上の児
童を養育している方
１　市内に引き続き１年以上住所を有する方
２　18歳に満たない３人以上の児童を養育している方　
３　市税を完納している方

支 援 金 の 額

　第３子以上の児童１人につき、次の金額が支給されます。
　●０歳および満１歳（H19.４.２～H21.４.１生まれ）……………………年額10,000円
　●満２歳および満３歳（H17.４.２～H19.４.１生まれ）…………………年額15,000円
　●満４歳・満５歳および満６歳（H14.４.２～H17.４.１生まれ）………年額80,000円
※ただし、年齢は平成21年３月31日現在における満年齢で、４月１日生まれの児童について
は３月31日に生まれたものとします。　

申請受付期間

　３月２日㈪～31日㈫までの午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日は除く）
※支給対象児童が平成21年３月１日～４月１日生まれの場合は、４月14日㈫まで申請するこ
とができます。ただし、市長が特に必要と認めたときは、この限りではありません。　　
※本庁のみ、第２･４木曜日は夜間窓口として午後７時15分まで、最終日曜日は休日窓口とし
て午前８時30分から午後５時15分まで申請を受け付けています。

申 請 方 法

①昨年度支給を受けた方は、現況届を提出してください。
　該当者には届出用紙を２月末までに送付します。
　届かない場合は、こども課までご連絡ください。
　※申請に必要なもの
　○現況届用紙
　○印鑑
　○平成20年４月２日以降に児童の出生があった方で、市内に本籍を有しない方は、戸籍謄
本１通

②初めて支給を受けようとする方は、申請書（こども課または吉田・大滝・荒川総合支所市
民福祉課にあります）を提出してください。
　※申請に必要なもの
　○印鑑
　○通帳（申請者本人のもの）
　○市内に本籍を有しない方は、戸籍謄本１通
③昨年度支援金の該当にならなかった方は、新規と同じ申請をしてください。
◎市税の納め忘れがないかご確認のうえお越しください。

申請受付場所
問 い 合 わ せ

　こども課　☎２２－２２１１　内線１１８４
　吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課　　吉田☎７２－６０８２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大滝☎５５－０８６５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒川☎５４－２３９５

のびのび子育て支援金の受付が始まります▲ ▲ ▲

３月２日㈪～31日㈫ ▲ ▲ ▲

該当する方は申請をお願いします

「
ち
ち
ぶ
夢
創
り

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
」

初
公
演
を
開
催

　

秩
父
市
の
新
し
い
芸
術
文
化
活
動
の

こ
こ
ろ
み
と
し
て
、「
ち
ち
ぶ
夢
創
り

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
（
市
民

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）」の
育
成
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。今
回
は
、メ
ン
バ
ー
が
レ
ッ

ス
ン
に
励
ん
で
き
た
初
め
て
の
成
果
発

表
で
す
。

と　

き　

３
月
15
日
㈰
午
後
３
時
30
分

開
場
、
午
後
４
時
開
演

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

申
ふ
る
さ
と
創
造
課
お
よ
び
吉
田
・
大

滝
・
荒
川
総
合
支
所
総
務
課
で
入
場
整

理
券
を
配
布
し
ま
す
。（
定
員
３
０
０

人
に
な
り
次
第
締
切
）

問
秩
父
芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
ふ
る
さ
と
創
造
課
）
☎
22

－

２
８
２
３初公演に向けて練習に励むメンバーの皆さん



❾
平成21年　勤労青少年の標語

『日々成長　未来の自分は無限大』　秩父市勤労青少年ホーム

日 月 火 水 木 金 土
2/８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28
3/１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
２月12日・26日
３月12日 ２月22日 ２月22日を除く

土・日曜・祝日
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
証明書、所得課税証明書などの
発行

③転入、転出・転居届等の業務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、老人
保健に関する業務

⑥保育所、児童手当、子育て支援
等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑
証明書や所得課税証
明書などの発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は大変混雑するため、手
続きにお時間をいただくことがあります。ご了承ください。

注
意
点　

平
成
21

年
４
月
か
ら
小
学

校
に
入
学
さ
れ
る

お
子
さ
ん
お
よ
び

中
学
生
は
、
秩
父

市
の
公
費
負
担
に

よ
り
加
入
と
な
り

ま
す
。
各
ご
家
庭
で
申
込
み
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
重
複
加
入
と

な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
市
外
ま
た
は
私
立
の
小
中
学
校
へ
通

学
さ
れ
て
い
る
方
は
、
保
健
給
食
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成

21
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る

生
徒
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
（
掛
け
金
）

　

一
人
３
８
０
円
（
一
人
１
口
の
み
）

保
険
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日

加
入
資
格

　

市
内
住
民
登
録
者
・
外
国
人
登
録
者

対
象
事
故　

車
両
（
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自

転
車
等
）
に
乗
っ
て
い
て
の
事
故
ま
た

は
歩
行
者
の
走
行
車
両
と
の
接
触
事
故

申
込
方
法　

２
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま

で
の
間
、
各
町
会
の
役
員
の
方
が
、
各

家
庭
に
予
約
加
入
の
募
集
に
お
伺
い
し

ま
す
。
な
お
、
市
民
生
活
課
、
吉
田
・

市
民
交
通
傷
害
保
険

年
額
３
８
０
円
で
最
高
１
０
０
万
円
の
保
障
！

　

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
年
間
３
８
０
円
の
保
険
料
（
掛
け
金
）
で
、
最
高

１
０
０
万
円
ま
で
保
障
す
る
保
険
で
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
お

よ
び
各
地
区
公
民
館
（
尾
田
蒔
・
原

谷
・
久
那
・
高
篠
・
大
田
・
影
森
・
浦

山
）
で
も
３
月
２
日
㈪
か
ら
随
時
受
付

け
ま
す
。
３
月
末
日
は
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

　

保
健
給
食
課
☎
22

－

２
４
４
３

　

秩
父
市
長
選
挙
・
秩
父
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
期
日
が
、
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

選
挙
期
日

投
票
日　

４
月
12
日
㈰

告
示
日　

４
月
５
日
㈰

と　

き　

３
月
６
日
㈮
午
後
３
時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

※
出
席
者
は
立
候
補
予
定
者
を
含
め
３

人
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

選
挙
運
動
は
、
立
候
補
届
が
受
理
さ

れ
た
時
か
ら
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に

限
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
立
候
補

届
出
前
は
す
べ
て
の
選
挙
運
動
（
事
前

運
動
）
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
選
挙
運
動

　

選
挙
公
報
・
新
聞
広
告
・
個
人
演
説

会
・
街
頭
演
説
・
選
挙
運
動
用
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
・
選
挙
運
動
用
は
が
き

禁
止
さ
れ
る
主
な
選
挙
運
動

　

飲
食
物
の
提
供
・
戸
別
訪
問
・
買

収
・
供
応
・
事
前
運
動
・
文
書
の
回
覧

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
22

－

８
２
０
０

立
候
補
予
定
者
説
明
会

秩
父
市
長
選
挙

　

秩
父
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

日程決定選
挙
運
動
は
選
挙
の
期
間
中
に
！

　

１
月
18
日
、

秩
父
市
交
通
指

導
隊
の
年
頭
訓

示
式
が
行
わ
れ
、

秩
父
・
吉
田
・

大
滝
・
荒
川
の

各
支
部
か
ら
26

人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

交
通
指
導
隊
は
、
主
に
通
学
時
間
中

の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
や
、
安

全
通
行
の
た
め
の
指
導
お
よ
び
誘
導
、

ま
た
、
季
節
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
各
種

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
の
安
全
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

地
域
を
守
る
交
通
指
導
隊



　

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
は
間
伐

す
る
こ
と
で
、
林
内
に
日
差
し
が
入

り
、
風
が
通
る
よ
う
に
な
り
、
木
の
育

ち
が
良
く
な
り
ま
す
。
間
伐
に
は
、
伐

り
倒
し
た
間
伐
材
か
ら
も
丸
太
を
生
産

す
る
利
用
間
伐
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
利
用
間
伐
や
立
木
す
べ
て
を

伐
採
し
て
丸
太
を
生
産
す
る
主
伐
に
合

わ
せ
た
バ
イ
オ
マ
ス
調
達
は
、
コ
ス
ト

面
で
安
く
効
果
的
で
す
。
伐
り
倒
し
た

木
を
１
本
ま
る
ご
と
林
道
ま
で
引
き
出

し
、
丸
太
を
生
産
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は

バ
イ
オ
マ
ス
が
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
め

る
状
態
で
発
生
し
ま
す
。
１
本
の
木
か

ら
丸
太
に
な
る
良
い
部
分
は
６
〜
８
割
、

残
り
の
２
〜
４
割
は
残
材
と
し
て
林
内

に
残
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
こ

の
残
材
が
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
燃
料
利

用
で
き
る
部
分
な
の
で
す
。

　

秩
父
の
山
は
、
急
斜
面
で
林
道
密
度

が
低
く
、
森
林
の
小
規
模
所
有
が
多
い

特
性
が
あ
り
ま
す
。
い
か
に
効
率
的
で

低
コ
ス
ト
に
丸
太
や
バ
イ
オ
マ
ス
を
調

達
す
る
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
こ

の
た
め
市
で
は
、
東
京
大
学
大
学
院
農

学
生
命
科
学
研
究
科
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
効
率
的
な
森
林
作
業
に
つ

い
て
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
市
内
の
先
進
的
な
林
業
家

は
、
開
設
費
が
安
価
な
作
業
道
を
所
有

し
て
い
る
山
に
作
り
、
い
つ
で
も
車
両

が
森
林
に
入
っ
て
、
作
業
で
き
る
基
盤

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
林
業
は
、
費
用
と
開
設

ま
で
に
長
い
年
月
が
必
要
な
林
道
（
森

林
管
理
道
）
の
開
設
を
待
つ
だ
け
で
な

く
、
作
業
道
を
使
っ
て
林
内
に
お
い
て

作
業
で
き
る
基
盤
が
大
切
で
す
。
作
業

道
な
ど
の
基
盤
は
、
継
続
的
な
森
林

の
維
持
管
理
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、

作
業
能
率
の
良
い
高
性
能
林
業
機
械
の

利
用
を
可
能
に
し
、
木
材
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
埼

玉
県
か
ら
デ
ー

タ
提
供
を
受
け
、

独
自
の
森
林
地

理
情
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）

の
開
発
を
東
京

大
学
と
共
同
で

進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
活
用
し
、
作
業
経
費
が
比
較
的

安
い
列
状
間
伐
（
注
）
に
よ
る
利
用
間

伐
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
戦
略
的
な
林
業
経
営

と
木
材
生
産
・
バ
イ
オ
マ
ス
調
達
を
効

率
的
に
行
う
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
作

業
方
法
が
よ
い
か
、
ど
ん
な
基
盤
整
備

が
よ
い
か
な
ど
、
市
だ
け
で
な
く
、
関

係
者
を
含
め
て
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
事
業
で
は
、

手
入
れ
の
遅
れ
て
い
る
人
工
林
に
目
を

向
け
、
未
利
用
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
活

用
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
林

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
に
役
立
つ
よ

う
、
効
率
的
な
森
林
作
業
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　

林
業
の
課
題
は
、
安
価
な
輸
入
材
に

押
さ
れ
、
国
産
材
の
利
用
が
20
％
と
低

迷
し
て
い
る
た
め
、
林
業
を
営
み
間
伐

な
ど
を
す
る
人
が
減
り
、
せ
っ
か
く
植

え
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
の

手
入
れ
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

秩
父
の
山
に
は
、
木
材
と
し
て
利
用

で
き
る
時
期
に
達
し
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
が
た
く
さ
ん
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

手
入
れ
が
さ
れ
な
い
こ
と
で
利
用
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、
国
産

材
の
利
用
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
に
は
、
木
材
生
産
の
コ
ス
ト

を
下
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

秩
父
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
で
は
、

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
調
達
コ
ス
ト
の
低

減
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
は
木
材
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

開設された作業道

102009年2月号

効
率
的
な
森
林
作
業
へ
の
取
り
組
み

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
調
達

作
業
道
の
整
備

森
林
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

秩父市森林地理情報システム

（
注
）
列
状
間
伐
：
切
り
倒
す
樹
木
の

列
と
、
残
す
列
を
決
め
て
間
伐
す
る
方

法
の
こ
と
で
、
２
残
１
伐
な
ど
の
合
理

的
な
間
伐
を
い
い
ま
す
。



スイングヤーダによる列状間伐の
様子

ちちぶバイオマス元気村発電所　視察・見学者受付中！
吉田元気村の足湯利用料金は中学生以上100円、小学生50円　好評営業中！11

　

木
材
価
格
が
低
迷
す
る
中
、
作
業
能

率
の
高
い
新
型
の
林
業
機
械
の
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
も
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
、
フ
ォ

ワ
ー
ダ
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
な
ど
の
高
性
能

林
業
機
械
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、林
道
、作
業
道
を
使
っ

て
、
丸
太
の
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
ロ
ン
グ
リ
ー
チ
型
の
最
新

型
高
性
能
林
業
機
械
を
借
り
て
間
伐
材

の
搬
出
実
験
を
行
う
な
ど
、
林
業
の
機

械
化
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

高
性
能
林
業
機
械
の
活
用

スイングヤーダ：集材範囲は100ｍ
で機動性に富んでいます

ロングリーチ・ハーベスタ：12ｍ先の立木をつかんで、
装備のチェンソーで伐倒し、そのまま丸太に加工します

フォワーダ：丸太やバイオマスを作
業道を使って林道まで搬出します

　

小
規
模
経
営
の
林
業
家
が
多
い
こ
と

か
ら
、
隣
接
す
る
林
分
を
同
時
に
間
伐

す
る
な
ど
、
作
業
を
集
団
化
す
る
こ
と

で
効
率
化
が
図
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
作

業
道
と
高
性
能
林
業
機
械
の
利
用
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
集
団
化
は
さ
ら

に
効
果
を
高
め
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
森

林
作
業
に
は
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
事

例
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

木
材
チ
ッ
プ
の
燃
料
利
用
を
進
め
る

た
め
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
へ
熱
供
給
す

る
チ
ッ
プ
焚
き
ボ
イ
ラ
ー
の
実
証
試
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。
価
格
が
不
安
定
な

化
石
燃
料
か
ら
地
域
内
の
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
量
の
増
加
を
進
め
る
こ
と
が
、

森
林
整
備
と
温
暖
化
対
策
、
地
域
内
資

源
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　

市
で
は
、
国
、
県
、
森
林
組
合
と
も

連
携
し
、
林
業
家
な
ど
に
も
声
を
掛
け
、

セ
ミ
ナ
ー
や
新
し
い
林
業
の
勉
強
会
な

ど
を
行
い
、
情
報
の
共
有
化
と
効
率
的

な
森
林
作
業
を
進
め
る
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
木
材
生
産
と
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
を
セ
ッ
ト
で
考
え
る
こ
と
で
、

森
林
資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
た
関
係

機
関
と
の

連
携
を

さ
ら
に
強

め
、
作
業

道
、
高
性

能
林
業
機

械
、
森
林

作
業
の
集

団
化
の
促

進
な
ど
に

よ
る
作
業
効
率
と
生
産
性
を
高
め
る
た

め
の
調
査
研
究
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
を
拡
大
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
進

め
て
い
ま
す
。

問
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー･

環
境
対
策
課

　

☎
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－

２
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列状間伐により整備された森林

作
業
の
集
団
化
（
団
地
化
）
の
促
進

燃
料
チ
ッ
プ
の
利
用
拡
大
の
取
り
組
み

　バイオマス利用への理解を深め、その普及を図るため、秩
父市におけるバイオマスの活用事例を通じて、中山間地域の
活性化、地球温暖化防止対策、持続可能な社会構築のための
方策を考えます。
と　き　２月23日㈪午後１時から
ところ　吉田元気村
参加費　無料
内　容　○基調講演「地球温暖化と未来のエネルギーを考える」

講師：湯原哲夫先生（東京大学サスティナビリ
ティ学連携研究機構　特任教授、地球温暖化問題
に関する懇談会　中期目標検討委員会委員)

　　　　○秩父市における木質バイオマス、てんぷら油のリ
サイクル、バイオマストイレなどの報告、パネル
ディスカッションなど

その他　パネル展示、ペレットストーブ展示など
午前10時30分から見学会を実施しますので、ぜひご参
加ください。（要申込：当日の申込みも可）

　　Ａコース：バイオマス発電所などの見学会（50人）
　　Ｂコース：チップ焚きボイラーの見学会（30人）
　　Ｃコース：ドラム缶炭焼き体験教室（20人）
　　※各コース定員になり次第締め切り
申・問地域エネルギー・環境対策課☎２２－２３７８

森と水の力を未来につなぐ
　バイオマス・フォーラム　ちちぶ2009を開催！

～ふるってご参加ください～
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平成20年12月契約分　公共工事の発注状況の公表
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表しています。（税込・500万円以上）

問工事の内容…表中の工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６

（指名競争入札）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

(税込／円）
契約金額
(税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

19日 ３月24日 尾田蒔117号線道路改築工事 寺尾地内 5,229,000 5,229,000 100.00 ㈲今井組
地域整備部
道路課
25－5213

19日 ３月24日 清水入沢改修工事 伊古田地内 6,006,000 5,250,000 87.41 ㈱林組
地域整備部
ダム河川課
22－2496

19日 ３月24日 下水道管渠築造工事10工区 上影森地内 6,069,000 5,775,000 95.16 ㈲平塚農園
地域整備部
下水道課
25－5218

19日 ３月24日 花・西小学校耐震診断業務委託 上町・金室町地内 7,770,000 7,455,000 95.95 ㈲大川一級建築士事務所
地域整備部
教育施設課
25－5226

19日 ３月24日 羊山公園排水設備工事 大宮地内 8,841,000 6,751,500 76.37 ㈱萩原工務店
地域整備部
公園課
22－2603

25日 ３月24日 札所25番観光トイレ新築工事 久那地内 7,434,000 5,754,000 77.40 ㈱江野工務所
地域整備部
教育施設課
25－5226

25日 ３月24日 観光トイレ（萩平・上吉田地内）新
築工事 寺尾・上吉田地内 12,159,000 9,943,500 81.78 ㈱笠原建設

地域整備部
教育施設課
25－5226

26日 ３月24日 市営第一弓道場改築工事設計業務委
託

滝の上町4088－１
一部外地内 6,195,000 5,985,000 96.61 ㈱平安設計

地域整備部
教育施設課
25－5226

26日 ３月24日 （仮称）重度心身障害者通所施設整備
工事 近戸町９－９地内 8,715,000 8,505,000 97.59 ㈱黒沢工務店

地域整備部
教育施設課
25－5226

（随意契約）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

(税込／円）
契約金額
(税込／円）

契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

８日 ３月24日 尾田蒔53号線道路拡幅工事に伴う配
水管布設替工事その２ 寺尾地内 15,435,000 15,225,000 98.64 ㈱日新テクノ

水道部
工務課
25－5222

８日 ３月24日 秩父市地域情報通信基盤整備施工監
理業務委託 荒川・大滝地区 29,610,000 29,400,000 99.29 ㈱ＮＴＴ東日本－埼玉

総務部
情報政策課
22－2204

15日 ３月24日 影森公民館改築工事実施設計業務委
託

下影森184－11外地
内 9,996,000 9,450,000 94.54 ㈱松下設計

地域整備部
教育施設課
25－5226

25日 ２月13日 秩父市立荒川東小学校校舎改築工事
（吹付材除去工事）

荒川上田野1755番地
外地内 17,220,000 16,800,000 97.56 

守屋八潮・高
橋特定建設工
事共同企業体

地域整備部
教育施設課
25－5226

　市では、電子メールを活用した広聴制度「よいまちモニター制度」により、市のイベント情報やテレビ放映情報を、
また、希望する方に一般競争入札の告示情報や入札結果などの情報配信を行っています。
　この制度を利用するには、会員登録をする必要がありますので、下記の方法で手続きをお願いします。
　なお、市の事業や取り組みに関する簡単なアンケートも随時配信しますので、ぜひ会員登録をしていただき、回答
へのご協力もお願いします。
問よいまちモニター事務局（広報広聴課）☎２２－２５０５

外出先でもチェック可能
市政情報をメールで配信中！

《会員登録方法》

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp
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〜
お
知
ら
せ
〜

　

和
銅
奉
献

千
三
百
年
記

念
の
秩
父
市

共
通
商
品
券

「
和
同
開
珎
」

に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
３

月
31
日
㈫
ま
で
の
使
用
期
限
と
な
り
ま

す
。
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

和
銅
奉
献
千
三
百
年
記
念

秩
父
市
共
通
商
品
券
「
和
同
開
珎
」

★
日
本
海
を
見
な
が
ら
新
鮮
な
海
の
幸

を
堪
能
す
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
！

★
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
（
国
内
最
大

級
の
縄
文
展
示
）
や
有
名
酒
蔵
の
見

学
な
ど
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！

ス
タ
ン
プ
台
紙（
満
貼
り
）10
冊
で

寺
泊
お
買
い
物
＆
お
食
事
の
旅

３
月
中
旬
ご
招
待
!!

か
げ
も
り
縄
文
人
ス
タ
ン
プ

１
周
年
記
念
セ
ー
ル

　

年
末
の
チ
ャ
ン
ス
カ
ー
ド
セ
ー
ル
に

は
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
引
に
て
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
を

当
て
ら
れ
た
お
客
様
に
お
知
ら
せ
で
す
。

賞
品
に
使
っ
た
宝
く
じ
の
中
か
ら
〝
当

た
り
〞
が
出
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
30
年
感
謝
賞

　

各
組
共
通
１
１
４
３
７
３

　
　
　
　
　
　
　
（
賞
金
１
０
０
万
円
）

　

お
手
元
の
宝
く
じ
を
も
う
一
度
よ
く

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
当
た
っ
た
お
客

様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

〔
み
や
の
か
わ
チ
ャ
ン
ス
カ
ー
ド

セ
ー
ル
宝
く
じ
当
た
り
の
お
知
ら
せ
〕

新

潟

屋

ス

ト

ア

ー

や

き

と

り

ハ

ウ

ス

久

保

商

店

ア

ザ

ミ

電

気

斉

藤

家

電

土

谷

プ

ロ

パ

ン

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

オ

オ

サ

ワ

マ

イ

・

ハ

ン

ズ

武

甲

堂

メ

ガ

ネ

の

ヤ

マ

モ

ト

橋

本

製

菓

舗

新

井

木

工

所

清

水

・

東

リ

ー

ス

井

上

成

美

堂

い

ん

な

み

大

島

う

ど

ん

昌

楽

孫

悟

空

田

中

屋

土

津

園

美

味

庵

三

千

乃

家

Ｋ
Ｓ
Ａ
影
森
名
店
会

　市では、12月24日に「災害時等におけ

る電気設備等の復旧に関する協定」を埼

玉県電気工事工業組合と結びました。

　これは、市内において災害等が発生し

た場合に、電気設備等の災害応急対策に

ついて円滑に実施できるよう取り決めを

したものです。

　当日は、栗原市長と理事長の小澤浩二

さんにより協定書が取り交わされました。

問危機管理課☎２２－２２０６

埼玉県電気工事工業組合と
災害時等の協定を締結

　

市
内
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
に
振
り

込
め
詐
欺
と
思
わ
れ
る
電
話
が
多
数

か
か
っ
て
き
て
お
り
、
実
際
に
被
害
に

あ
っ
た
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
口
と
し
て
は
、
電
話
口
で
身
内
を

よ
そ
お
い
、「
会
社
で
損
失
を
出
し
た
」

「
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
の
で
す
ぐ
に

示
談
金
が
必
要
」
な
ど
の
名
目
で
高
額

の
振
り
込
み
を
要
求
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
最
近

で
は
、国
の「
定

額
給
付
金
」
事

業
に
絡
み
、
市

役
所
の
職
員
を

名
乗
っ
て
電
話

を
か
け
る
ケ
ー

ス
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

今月の防災・防犯話し合いテーマ
家族が離れ離れになったときの集合場所を決めておきましょう！（「防災ハンドブック」21ページ参照）

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　

こ
の
よ
う
な
振
り
込
め
詐
欺
と
思
わ

れ
る
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
相
手

の
言
う
こ
と
は
正
し
い
の
か
、
ま
た
本

当
に
本
人
な
の
か
を
あ
わ
て
ず
に
、
そ

し
て
落
ち
着
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
最
寄
り
の
警
察
署
や

市
役
所
消
費
生
活
相
談
室
（
毎
週
月
・

水
・
金
曜
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

な
ど
の
相
談
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

詳
し
く
は

縄
文
人
ス
タ
ン
プ

の
ぼ
り
の
あ
る
加
盟
店
へ
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「ごはん いっぱい
たべま～す!!」

（大野原）

中川雛
ひ な こ

奈子 ちゃん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「おしゃべりだいすきだよ!」

（日野田町）

梅澤　陽
ひ な た

向 くん
「パパとラブラブです♡」

（山　田）

平野　彩
あ み

心 ちゃん
「ボク、
いちごだあ～いすき♡」

（黒　谷）

東間　真
ま き

輝 くん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（２月末締切り分→４月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

（
評
）早
く
も
節
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
の
私
の
「
埼
玉
文
学
賞
正
賞
」
受
賞
に
対
し
、多
く
の
皆
さ
ん
よ
り
御
祝
意
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
市
長
の
言
う
「
元
気
長
寿
の
ま
ち
・
秩
父
」
に
住
む
幸
せ
を
思
い
、
大
い
に
郷
土

の
風
土
や
生
活
を
詠
っ
た
俳
句
を
作
り
、
そ
の
為
に
は
頭
脳
を
働
か
せ
、
特
に
中
高
年
の
方
は
心
身
健
康
な
年
月
を
過
ご
す
努

力
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
月
も
そ
ん
な
郷
土
の
特
長
を
と
ら
え
た
作
品
が
多
く
並
び
ま
し
た
。
な
お
四
月
か
ら
は

公
民
館
の
「
俳
句
ク
ラ
ブ
」
が
復
活
す
る
そ
う
で
す
の
で
、
初
心
の
方
も
学
ば
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

切

干

の

丸

く

縮

ま

る

荒あ
ら

筵む
し
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

町　

浜
田　

秀
典

掛
大
根
日
を
貪

む
さ
ぼ

っ
て
を
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
地
町　

荻
野　

佳
子

竜
の
玉
載
せ
皺
深
き
た
な
ご
こ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

大

正

の

煙

草

店

閉

づ

花

八

つ

手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
戸
町　

須
田　

真
弓

終

バ

ス

の

尾

灯

小

刻

み

冬

の

坂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

峰　

山
中　

資
治

家

中

を

灯

し

独

り

の

お

で

ん

酒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
生
町　

福
田　

み
つ

斜な

ぞ

え面

畑

冬

耕

終

え

て

日

に

光

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
白
久　

高
橋　

貞
二

脇
見
せ
ず
行
く
仲
見
世
や
日
の
短
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
坂
町　

平
井　

武
子

虎も

が

り落
笛
聞
き
つ
つ
便
り
書
き
て
居
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

通

院

の

路

に

山

茶

花

香

り

け

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
贄
川　

千
嶋　

コ
ウ

大
野
ひ
ろ
志　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　
齋
藤
さ
ん
、
何
げ
な
い
年
末
の
風
景
の
中
に
、
今
の
不
況
を
乗
り
越
え
た
ら
し
い
企
業
を
見
守
る
目
が
あ
り
ま
す
。
関
さ
ん
、

見
落
し
が
ち
な
情
景
を
暖
か
く
見
て
い
ま
す
。
岩
田
さ
ん
、
若
い
方
に
は
「
ク
ル
リ
棒
」
を
知
ら
な
い
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
今
も
大
事
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
斉
藤
さ
ん
、
お
そ
ら
く
亡
母
の
年
齢
を
越
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
作
者
、

母
親
へ
の
想
い
は
変
わ
る
こ
と
の
な
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
久
保
さ
ん
、
白
内
障
の
手
術
を
し
た
翌
日
の
感
じ
を
、
下
句

の
具
体
的
表
現
が
、
と
て
も
良
い
作
品
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
新
し
い
方
の
稿
が
六
人
あ
り
ま
し
た
。
楽
し
み
で
す
。

新
年
を
迎
え
る
準
備
の
済
み
た
る
か
工
業
団
地
の
静
ま
り
に
け
り 

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

終
点
の
電
車
を
降
り
し
乗
務
員
指
差
し
点
検
決
め
て
立
ち
去
る 

吉
田
久
長　

関　
　

憲
治

ク
ル
リ
棒
に
年
に
一
度
の
油
差
し
今
日
の
日
和
に
豆
こ
な
し
す
る 

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

遠
い
日
の
声
が
聞
え
て
来
る
よ
う
な
思
い
は
深
く
母
の
三
十
三
回
忌 

久　

那　

斉
藤
ヨ
ネ
子

手
術
後
の
眼
帯
は
ず
す
看
護
師
の
額
の
黒
子
鮮
や
か
に
見
ゆ 

中
村
町　

久
保　

克
彦

嫁
ぐ
日
に
持
た
さ
れ
し
喪
服
身
に
付
け
て
今
立
ち
会
わ
ん
と
す
母
と
の
別
れ 

大
野
原　

梅
津　

晴
子

曽
祖
父
の
大
正
初
期
に
建
て
し
家
磨
り
減
り
し
敷
居
に
雑
布
掛
け
る 

荒
川
日
野　

小
林　

映
子

癌
で
逝
き
し
親と

も友
の
早
く
も
小
祥
忌
闘
病
メ
モ
に
又
涙
す
る 

上　

町　

島
崎　

敏
子

い
つ
し
ら
に
秋
は
長
け
ゆ
き
寒
々
と
眼
に
け
ざ
や
か
な
熟
れ
し
柿
の
実 

番
場
町　

小
泉
富
美
子

十
円
の
俸
給
も
ら
い
て
生
き
し
日
も
遥
か
に
な
り
て
平
成
を
生
く 

堀　

切　

武
島　

晶
智

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌
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◇
２
月
10
日
〜
３
月
31
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 日 　　　　　　大 17 火
２ 月 秩　荒　吉　　 18 水
３ 火 　　荒　　 19 木
４ 水 　　荒　　 20 金 　　　　吉　大
５ 木 21 土 　　　　　　大
６ 金 22 日 　　　　　　大
７ 土 　　　　　　大 23 月 秩　荒　吉　　
８ 日 　　　　　　大 24 火
９ 月 秩　荒　吉　　 25 水
10 火 秩 26 木
11 水 秩 27 金
12 木 秩 28 土 　　　　　　大
13 金 秩 29 日 　　　　　　大
14 土 秩　　　　　大 30 月 秩　荒　吉　　
15 日 秩　　　　　大 31 火 秩
16 月 秩　荒　吉　　

３月
◇
２
月
10
日
〜
３
月
31
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 火 21 土 　　　　　　大
11 水 秩　　　吉　大 22 日 　　　　　　大
12 木 23 月 秩　荒　吉
13 金 24 火
14 土 　　　　　　大 25 水
15 日 　　　　　　大 26 木
16 月 秩　荒　吉 27 金 秩
17 火 28 土 　　　　　　大
18 水
19 木
20 金

２月

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

年
度
末
整
理
休
館
の
ご
案
内

　

年
度
末
の
蔵
書
点
検
の
た
め
、
秩
父

図
書
館
お
よ
び
荒
川
図
書
館
は
左
記

の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

秩
父
図
書
館

　

３
月
10
日
㈫
〜
15
日
㈰

荒
川
図
書
館

　

３
月
２
日
㈪
〜
４
日
㈬

　

秩
父
図
書
館
で
は
、
新
年
度
主
催
講

座
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
な
お
、
講
座
の
日
程
に
つ
い
て

は
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
万
葉
集
講
座

と　

き　

毎
月
第
２
金
曜
日
（
Ａ
）

　
　
　
　

毎
月
第
４
金
曜
日
（
Ｂ
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講　

師　

近
藤　

章
先
生

内　

容　

万
葉
集
の
歌
の
解
釈
と
解
説

定　

員　

各
30
人
（
先
着
順
）

※
Ａ
・
Ｂ
と
も
講
座
内
容
は
一
緒
で
す
。

●
俳
句
講
座

と　

き　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

大
野
ひ
ろ
志
先
生

※
初
心
者
歓
迎
の
講
座
で
す
。

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

●
短
歌
講
座

と　

き　

毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

岡
部
す
ず
子
先
生

※
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

３
月
３
日
㈫
〜

受
付
場
所　

秩
父
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

受
講
料　

２
，
０
０
０
円

※
つ
り
銭
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

秩
父
図
書
館
で
は
、
視
覚
障
が
い
ま

た
は
高
齢
な
ど
の
理
由
で
読
書
が
困
難

な
方
に
、
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
左
記
の
と
お
り
養
成

講
座
参
加
者
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
28
日
㈭
、
６
月
25
日
㈭
、

７
月
23
日
㈭
、
８
月
27
日
㈭
、
９
月
17

日
㈭
、
10
月
22
日
㈭
の
午
後
２
時
〜
４

時
（
予
定
）

講　

師　

庄
野
輝
子
先
生

内　

容　

読
み
方
の
知
識
と
実
技

募
集
条
件　

講
座
終
了
後
、
秩
父
図
書
館

の
対
面
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登

録
し
、
依
頼
に
応
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

可
能
な
方

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

申
２
月
17
日
㈫
か
ら
電
話
で
申
込
み

●
絵
本
相
談
日

と　

き　

２
月
24
日
㈫
、
３
月
24
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

内　

容　

良
い
絵
本
の
選
び
方
、
与
え

方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会

と　

き　

２
月
14
日
㈯
、
28
日
㈯
、
３

月
28
日
㈯
午
後
３
時
〜
（
約
40
分
）

内　

容　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年

児
童
向
け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し

し
ま
す
。

●
第
１
４
８
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　
『
誓　

い　

の　

休　

暇
』

（
１
９
６
０
年
、
ソ
連
、
87
分
）

監
督
・
脚
本　

グ
レ
ゴ
ー
リ
ー
・
チ
ュ

フ
ラ
イ

出　

演　

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
イ
ワ
シ
ョ

フ
、
ジ
ャ
ン
ナ
・
プ
ロ
ホ
レ
ン
コ

内　

容　

青
年
兵
士
と
少
女
の
ほ
の
か

な
恋
。
兵
士
の
帰
郷
を
軸
に
反
戦
を
う

た
っ
た
名
作
で
す
。

（
出
典
『
み
ん
て
つ
vol
23
』
27
ペ
ー
ジ
）

と　

き　
２
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

会　

場　

秩
父
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

と　

き　

３
月
10
日
㈫

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
（
約
30
分
）

内　

容　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
園
す

る
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対

象
と
し
た
、
や
さ
し
い
お
は
な
し
の
時

間
で
す
。

●
お
は
な
し
会

と　

き　

２
月
28
日
㈯
、
３
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜（
約
30
分
）

内　

容　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
絵
本
や
紙
芝

居
、
手
あ
そ
び
な
ど
を
し
ま
す
。

秩父図書館
（午前10時～午後６時）
上町３－６－27
☎２２－０９４３
荒川図書館
（午前９時～午後５時）
荒川日野６６－２
☎５４－１０３４

秩父図書館吉田分館
（午前９時～午後５時）
下吉田６５６９－１
☎７７－１１００
秩父図書館大滝分館
（午前９時～午後５時）
大滝９４５
☎５５－００３３

催
し
物
の
ご
案
内

新
年
度
講
座
受
講
生
の
募
集

対
面
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

 

養
成
講
座
追
加
募
集

（
受
講
料
無
料
）

秩

父

図

書

館

秩

父

図

書

館

荒

川

図

書

館

荒

川

図

書

館

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）



�2009年2月号

※「平成20年度 秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

　　　　追加：１回接種（初回３回目を接種した日

から１年～１年６か月の間に接種）

※三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けて

ください。秩父保健センター（集団）でも受けら

れます。

●【言語リハビリ教室】

※40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて理

解する」ことなどでお困りの方は、各保健センター

へご相談ください。

※言語リハビリ教室では、会話の援助や楽器演奏を

してくださるボランティアを随時募集しています。

ご協力をいただける方は、各保健センターまでご

連絡ください。

●【ゆりかご支援事業】
　不妊治療のための補助事業（平成20年度分）につ

いては、申請の締切日が４月３日㈮となっています

ので、お早めに各保健センターに提出してください。

※申請書や添付書類の確認等のため、３月中旬まで

に事前確認をお願いします。

月　　日 会　　場 実施時間

２月23日㈪ 荒川保健センター

13：30～15：30２月24日㈫ 吉田保健センター

２月26日㈭ 秩父保健センター

●【ことばの相談】※予約制

●【乳幼児健診】

●【歯みがき教室】平成18年３月～平成19年２月生まれ
　３月12日㈭　受付13：15～14：00

※予約制です。直接または電話で吉田保健セン

ターへお申し込みください。

※平成20年11月に受けた方はご遠慮ください。

●【親子ふれあい教室】１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
３月９日㈪　９：30～11：10（吉田振興会館３階）

※初めての方は電話で吉田保健センターへお申し

込みください。

●【育児相談・健康相談】
　３月４日㈬　受付９：30～10：30

●【健康相談・育児相談】
　３月10日㈫　13：00～15：00（大滝総合支所内）

　※健康手帳・母子健康手帳をお持ちください。

大滝保健センターからのお知らせ

●【乳幼児健診】

●【歯みがき教室】

● 【育児相談】

●【親子ふれあい教室】１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　３月５日㈭・19日㈭　９：30～11：10

●【健康相談】
　３月11日㈬　13：30～14：30

※健康手帳をお持ちください。

荒川保健センター会場吉田保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

３月２日㈪ １０：００～１１：00 育児相談、身長・体重測定 乳　　幼　　児

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

３月19日㈭ 13:00～16:00 ことばの発達、発音な
どに関する個別相談

ことばの発達、発音な
どに心配のある幼児と
その保護者

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

２月25日㈬ 13：15～14：00 １ 歳 ６ か 月 児 健 診
３ 歳 児 健 診

平成19年６・７月生まれ
平成17年９・ 10月生まれ

愛の献血にご協力を

問秩父保健センター献血担当☎２２－０６４８（代表）

２月17日㈫
９：30～11：30 秩父警察署

13：30～16：00 秩父中央病院

３月５日㈭
10：00～11：30 農園ホテル

13：30～15：30 歴史文化伝承館

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

２月25日㈬ 13：15～14：00
歯 科 医 師 の 診 察・
ブ ラ ッ シ ン グ 指
導・ フ ッ 素 塗 布 等

平成18年12月・
平成19年１月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

２月20日㈮
13：00～13：45

４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成20年９・10月生まれ
平成20年３・４月生まれ

３月13日㈮ １ 歳 ６ か 月 児 健 診
３ 歳 児 健 診

平成19年７・８月生まれ
平成17年10・11月生まれ
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●【健康カレンダー配布の予告】
　｢平成21年度 秩父市健康カレンダー｣ を、次回の

市報ちちぶ３月号と同時配布します。各種がん検診

のお知らせや、予防接種等日程表が掲載されていま

すので、１年間大切に保管してください。

●【個別がん検診】

申毎月１～７日（土・日・祝日を除く）に各保健セ

ンターで申込みを受け付けています。検診について

の詳しい内容は、各保健セン

ターまでお問い合わせくださ

い。

※今年度の受付は３月６日㈮
で終了となります。検診は
３月末日までにお受けくだ
さい。

●【指定医療機関で受けられる個別予防接種】
［麻しん風しん混合］
第１期：１歳～２歳未満

第２期：小学校就学前の１年間（第２期該当者へは

個別通知でお知らせしています。通知が届

いていない方は各保健センターまでお問い

合わせください。）

［三種混合］
対　象　生後３か月～７歳６か月未満

受け方　初回：３回接種（間隔は20～56日で接種）

検診名 対象年齢 料　　金

胃 が ん 検 診 40歳以上 2,500円

子 宮 が ん 検 診
20～39歳 1,300円

40歳以上 2,100円

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 500円

秩父保健センター会場
申２月16日㈪までに秩父保健センターへ

※普段お子さんが使用している歯ブラシ・コップ・

タオルと母子健康手帳をお持ちください。

●【予防接種】（集団）

※母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書をお

持ちください。

※３か月を過ぎたお子さん

はＢＣＧから受けましょ

う！ＢＣＧの接種期間は

３か月間です。接種期間

内に予防接種が受けられ

ない場合は、各保健セン

ターにお問い合わせくだ

さい。

●【乳幼児健診】

※母子健康手帳、健診アンケートをお持ちください。

●【育児相談】

※育児相談と同時に、子育てに心配のある方などを

対象に、療育相談員による「すこやか相談」を実

施しています。（要予約）

●【歯みがき教室】平成19年１月～３月生まれの幼児
と　き　２月22日㈰　９：45～10：45

　　　　先着100人（予約制）

内　容　歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布、

「計測・育児相談（希望者のみ）」

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
３月５日㈭

13：00～14：00

３ 歳 児 健 診 平成17年11月生まれ
３月17日㈫ 乳児（４か月児）健診 平成20年10月生まれ
３月18日㈬ 乳児（10か月児）健診 平成20年５月生まれ
３月24日㈫ １ 歳 ６ か 月 児 健 診 平成19年８月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

３月４日㈬ ９：30～10：30 育児相談、身長・体
重測定、赤ちゃん体操 乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三 種 混 合 ３月10日㈫
４月７日㈫

13：30～14：30

生後３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ
２月25日㈬
３月16日㈪
４月22日㈬

生後３か月～６か月未満
（３か月間）

ペットボトルのキャップで世界の子どもに「ポリオワクチン」を届けよう
市役所をはじめ、市内の公共施設やその他の施設、一部の医療機関などでキャップの回収を行っています



2009年2月号 �

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

３月３日㈫・19日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士３月10日㈫

10時～15時 荒川総合支所

※電話で予約が必要です。
２月20日㈮　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権 毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員

行 政

２月16日㈪
３月16日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
３月２日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
２月23日㈪
３月23日㈪ 大滝総合支所

３月９日㈪ 荒川総合支所
市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活
（多重債務） 毎週月·水·金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 ３月10日㈫　13時～15時 行政書士

登 記 ２月18日㈬・３月18日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ３月２日㈪　10時～15時 税理士
土 地 建 物 ２月17日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ２月26日㈭・３月26日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ２月24日㈫・３月24日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

年金・労働 ２月13日㈮・３月13日㈮
13時～15時 社会保険労務士

公 証 毎月第２・４火曜
９時30分～12時 公証人

上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200
※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

ＤＶについて 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204　※吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－778522－7055
（身体障がい） ☎22－704521－
6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障 が い 者 の
就 労・ 生 活

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・22－2870

い じ め・
不 登 校 等

ひまわり教室　月～金曜　９時～17時
※火曜午後はカウンセラーが相談

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～12時

やまなみ教室
☎72－2030

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～16時

内 職 月～金曜　９時～16時 ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働

月～金曜　9時～17時　電話相談
　　　　　9時～16時　面接相談

労働相談センター
☎048－830－4522

月～金曜　８時30分～17時15分　面接相談
第3木曜　14時～16時
弁護士による面接相談

秩父地域振興センター
（要予約）☎24－1110

中小企業者向
けよろず金融

３/４㈬  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場   歴文館２階　会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
福祉女性会館
２/14㈯、３/14㈯　13時～16時
※要予約（先着８人）

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と 社協荒川事務所　３/26㈭　13時～16時

　

問い合わせ
●包括支援センター　　　　　 22-2582
●けやき包括支援センター　　 27-7331
●かえで包括支援センター　　 77-1134
●さくら包括支援センター　　 53-1014

　

Ｅ
男
さ
ん
は
温
厚
な
性
格
で
、
町
会

役
員
を
務
め
た
り
、
隣
近
所
と
の
付
き

合
い
も
良
く
、
地
元
の
友
人
が
た
く
さ

ん
い
る
た
め
、
妻
を
亡
く
し
て
一
人
暮

ら
し
に
な
っ
て
も
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
寂

し
い
思
い
を
せ
ず
に
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
唯
一
の
身
内
が
県
南
に
住
む
甥お

い

で
、

と
き
ど
き
訪
問
し
て
く
れ
て
は
い
ま
す

が
、
今
は
自
分
の
生
活
で
い
っ
ぱ
い
で

急
な
支
援
は
望
め
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、戦
争
中
に
外
地
で
長
距
離
を
歩

い
て
行
軍
し
た
影
響
か
ら
か
、
変
形
性

膝
関
節
症
に
よ
る
膝
の
痛
み
が
ひ
ど
く
、

杖
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
介
護

保
険
の
訪
問
介
護
を
受
け
て
日
常
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
杖
を
つ
い
て
の
ご

み
出
し
や
、
物
忘
れ
も
あ
っ
て
隣
組
の

班
長
の
仕
事
な
ど
が
思
い
の
ほ
か
負
担

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
車
の
運
転
も
し

て
い
ま
す
が
、
近
い
う
ち
に
免
許
証
を

返
還
し
よ
う
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
っ
て
心
身
の
機
能
が
低
下

し
て
く
る
と
、
元
気
な
と
き
に
は
何
で

も
な
い
こ
と
で
も
、
特
に
一
人
暮
ら
し

の
場
合
は
隣
近
所
の
支
援
が
必
要
に
な

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
顔
も
知
ら
な

い
よ
う
な
関
係
で
は
、
ご
み
出
し
な
ど

の
支
援
の
お
願
い
も
し
に
く
い
し
、
お

隣
さ
ん
だ
っ
て
快
く
手
伝
っ
て
は
く
れ

ま
せ
ん
よ
ね
。
Ｅ
男
さ
ん
は
今
ま
で
自

然
に
隣
近
所
の
方
の
お
手
伝
い
を
し
て

き
て
い
た
た
め
、
今
で
は
買
い
物
や
ご

み
出
し
だ
け
で
な
く
、
班
長
の
仕
事
も

若
い
人
が
気
持
ち
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　
「
今
は
仕
事
が
忙
し
い
し
、
県
外
だ

け
ど
友
人
も
い
る
、
妻
も
い
る
か
ら
困

ら
な
い
。
そ
れ
に
年
を
取
っ
て
も
誰
の

世
話
も
受
け
な
い
！
」
と
決
め
て
い
る

働
き
盛
り
の
元
気
な
あ
な
た
、
隣
近
所

の
方
と
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
く
の

方
に
高
齢
者
や
支
援
の
必
要
な
方
の
見

守
り
活
動
を
お
願
い
す
る
中
で
、
孤
独

死
な
ど
と
い
っ
た
究
極
の
事
態
の
た
め

よ
り
も
、
日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
小
さ

な
助
け
合
い
が
で
き
る
こ
と
が
大
切
な

初
め
の
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」と

い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
縁
あ
っ
て
近

く
に
住
む
者
ど
う
し
、
必
要
以
上
に
干

渉
し
あ
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ

い
さ
つ
な
ど
で
声
を
掛
け
合
う
こ
と
か

ら
始
め
て
、
た
ま
に
は
立
ち
話
や
、
気

軽
に
お
手
伝
い
が
し
あ
え
る
よ
う
な
関

係
作
り
を
今
か
ら
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

働
き
盛
り
の
元
気
な

あ
な
た
に
お
願
い
！
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国
民
年
金
は
、
老
齢
、
障

が
い
、
死
亡
な
ど
の
事
態
に

基
礎
的
な
生
活
を
保
障
す
る

た
め
、
す
べ
て
の
人
に
共
通

の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
の
加
入
期
間
が
あ
る
人

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期

間
分
の
年
金
が
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
、
学
生
、
フ
リ
ー
ア
ル
バ
イ

タ
ー
等
で
、
第
２
号
被
保
険
者
や
第
３

号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
い
方

加
入
手
続　

市
役
所
保
険
年
金
課
お
よ
び

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

祉
課
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

（
住
所
変
更
も
同
様
）

保
険
料　

月
額
１
４
，
４
１
０
円

　
　
　
　
（
平
成
20
年
度
）

納
付
方
法

①
納
付
書
に
よ
り
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る

②
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
る

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め
る

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
か
ら

納
め
る
（
電
子
納
付
）

第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
、共
済
組
合
の
加
入
者（
会

社
員
、
公
務
員
）

加
入
手
続　

勤
務
先
が
社
会
保
険
事
務
所

へ
届
出
を
し
ま
す
。（
住
所
変
更
も
同
様
）

保
険
料　

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者

加
入
手
続　

配
偶
者
の
勤
務
先
へ
届
出
を

行
い
、
勤
務
先
が
社
会
保
険
事
務
所
へ

届
出
を
し
ま
す
。（
住
所
変
更
も
同
様
）

保
険
料　

配
偶
者
の
加
入
す
る
厚
生
年

金
等
の
制
度
全
体
が
負
担
し
ま
す
の
で

個
別
に
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
秩
父
社
会
保
険
事
務
所
（
埼
玉
県
国

民
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
27

－

６
５
６
１

市
役
所
保
険
年
金
課 

国
民
年
金
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１（
内
線
１
１
３
５
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

厚生年金 共済組合 ｝上乗せの部分

第１号被保険者 第３号被保険者 第２号被保険者 ｝基礎年金（国民年金）

日
本
に
住
む
20
歳
以
上

　

  

60
歳
未
満
の
方
は
、

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
ま
す

公
的
年
金
の
加
入
者
は
３
種
類

　

秩
父
市
環
境
衛
生
推
進
員
連
絡
会
秩

父
支
部
で
は
、
不
法
投
棄
の
防
止
を
図

り
、
明
る
く
清
潔
な
住
み
よ
い
生
活
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
市
の
通
常
収
集
で
は
回
収
で
き

ず
に
処
理
困
難
と
な
っ
て
い
る
「
タ
イ

ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
消
火
器
」
の
不
用

３
品
目
の
一
斉
有
料
受
け
入
れ
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
１
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

受
入
会
場　

聖
地
公
園
・
や
す
ら
ぎ
の
丘

管
理
事
務
所
駐
車
場

受
入
物
品　

左
表
の
と
お
り

※
表
以
外
の
も
の
は
受
け
入
れ
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
市
環
境
衛
生
推
進
員
連
絡
会
秩

父
支
部
事
務
局
（
生
活
衛
生
課
内
）

　

☎
25

－

５
２
０
２

品目 種類 サイズ 単価

タイヤ

自動車用
（軽自動車含む） 300円

４ＷＤ車用から
トラック用４ｔ車まで 500円

ホイール 自動車、４ＷＤ、
トラック共通 200円

オートバイ用
自転車用
１輪車用

オートバイ以外は
ホイールを含む 100円

オートバイ用ホイール 100円

農機具用

直径50㎝以下 1,000円

50㎝以下ホイール 300円

直径50㎝以上 1,500円

50㎝以上ホイール 500円

バッテリー

バイク用 無料

自動車用 無料

密閉式のもの 無料

消火器 家庭用のもの 900円

※自動車等のタイヤは、ホイール付きでも回収しま
すが、引き取り単価はタイヤとホイールの合計額
になります。

引き取り単価

１本（個）当たり
不要３品目

有料受け入れを
実施します!!

タイヤ
バッテリー
消火器

「道路交通法」の一部改正により、自動車の後部座席についても、シートベルトの着用が義務付けられました。



2009年2月号 �

と　

き　

２
月
15
日
㈰
、
28
日
㈯

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
５
階

内　

容　

解
雇
、
内
定
取
り
消
し
、
雇

用
保
険
、
住
宅
、
勤
労
者
融
資
等

問
市
役
所
工
業
振
興
課
☎
22

－

３
４
２
８

　

県
秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

１
１
１
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
☎
22

－

３
２
１
５

国
民
健
康
保
険
税

　

納
付
額
確
認
書
を

　
　

発
行
し
て
い
ま
す

３

緊
急
・
雇
用
労
働

相
談
窓
口
を
開
設

１　

３
月
１
日
㈰
か
ら
31
日
㈫
ま
で
、
お

昼
の
防
災
無
線
放
送
の
曲
目
を
「
旅
立

ち
の
日
に
」
に
変
更
し
ま
す
。

　

影
森
中
学
校
で
生
ま
れ
、
今
や
全
国

各
地
の
小
中
学
校
等
の
卒
業
式
で
最
も

歌
わ
れ
て
い
る
こ
の
曲
を
、
よ
り
市
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

卒
業
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
放
送
す
る

も
の
で
す
。

問
広
報
広
聴
課
☎
22

－

２
５
０
５

﹁
旅
立
ち
の
日
に
﹂
を

防
災
無
線
で
放
送

２

　

所
得
税
お
よ
び
市
・
県
民
税
の
申
告

な
ど
で
、
秩
父
市
国
民
健
康
保
険
税

の
納
付
額
を
確
認
す
る
場
合
は
、
市
役

所
２
階
収
納
課
窓
口
お
よ
び
吉
田
・
大

滝
・
荒
川
総
合
支
所
総
務
課
窓
口
に
て
、

無
料
で
納
付
額
確
認
書
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
申
請
時
に
は
、
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
（
免
許
証
等
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
電
話
で
の
納
付
額
の
確
認
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
差
し
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
で
納
め
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
口

座
振
替
分
の
納
付
額
確
認
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
収
納
課
☎
22

－

２
２
１
０

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地

域
に
お
住
ま
い
で
、
下
水
道
を
こ
れ
か

ら
使
用
す
る
方
ま
た
は
現
在
使
用
し
て

い
る
方
は
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

工
事
は
指
定
工
事
店
へ

　

宅
内
排
水
工
事
を
指
定
工
事
店
で
な

い
と
こ
ろ
へ
頼
む
と
、
そ
の
工
事
は
無

届
工
事
と
な
り
、
市
の
下
水
道
条
例
に

よ
っ
て
、
工
事
の
や
り
直
し
や
過
料
を

科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
工
事
が
完
了
す
る
と
、
市
の
係
員
が

お
伺
い
し
、
検
査
を
行
い
ま
す
。

料
金
の
請
求
に
つ
い
て

　

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
方
で
、
水

道
料
金
と
一
緒
に
下
水
道
料
金
の
請
求

が
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課
☎
25

－

５
２
１
８

公
共
下
水
道
を

使
用
す
る
皆
さ
ん
へ

４

５
問
収
納
課
☎

不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になったけ
れど、まだ利用できるものなので譲りたい、ま
たは譲ってほしいという希望者の方を登録し、
紹介しています。なお、無料譲渡を条件とします。

申・問市民生活課　☎２５－５２００

お譲りします！
学習机・椅子、自転車（₂₄インチ女児用）、ジュ
ニアシート、二段ベッド（成人用）
お譲りください！
ベビーベッド、チャイルドシート、成人用自転車、
スケートボード、足踏みミシン、ベビー用たん
す、振り子式時計、うどん用めん棒、こね鉢、
マウンテンバイク、編み機
登録状況
　譲りたい物 ４件
　譲ってほしい物 ₂₅件

（１月₂₁日現在）
※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限り

ます。希望者の方は、電話で下記までご連絡く
ださい。また、有効期間中に「譲れなくなった」
または「譲り受ける必要がなくなった」とい
う場合は、必ずご連絡ください。

市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

広告



�
秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！

購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ

市
立
保
育
所

　

保
育
士
・
調
理
師

（
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
）
募
集

６資　

格

保
育
士
：
保
育
士
登
録
を
受
け
た
方
ま

た
は
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
予
定
の
方

調
理
師
：
調
理
師
免
許
所
有
の
方

勤
務
条
件

○
臨
時
職
員
（
保
育
士
）　

・
１
日
８
時
間
週
40
時
間
勤
務

・
構
造
改
革
特
別
区
域
の
認
定
に
よ
り

採
用
期
間
は
最
長
３
か
年

○
パ
ー
ト
職
員
（
保
育
士
・
調
理
師
）

・
１
日
２
時
間
か
ら
５
時
間
勤
務

・
採
用
期
間
は
原
則
最
長
３
か
年

募
集
人
数　

若
干
名

採
用
予
定　

４
月
１
日
ま
た
は
そ
れ
以
降

問
こ
ど
も
課
☎
25

－

５
２
０
６

　

秩
父
市
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
は
、
災
害

が
発
生
し
た
時
な
ど
に
最
前
線
で
地
域

を
守
る
た
め
に
活
躍
す
る
、
や
り
が
い

の
あ
る
活
動
で
す
。
18
歳
以
上
で
心
身

健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入

団
い
た
だ
け
ま
す
。
一
緒
に
地
域
の
安

心
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
団
員
が
少
な
く
な
る
と
、
災
害

消
防
団
員
を
募
集

７

へ
の
初
期
対
応
が
遅
れ
る
な
ど
、
市
民

の
安
心
安
全
を
守
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
周
り
の
方
々

に
も
お
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
お
近
く
の

消
防
団
員
や
消
防
団
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
市
消
防
団
事
務
局

　

☎
21

－

０
１
２
７

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

８　

市
で
は
、市
民
団
体
の
皆
さ
ん
と「
ち

ち
ぶ
夢
創
り
お
も
て
な
し
協
議
会
」
を

組
織
し
、
元
気
再
生
事
業
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
市
内
に
あ
る
地
域
資
源

を
結
び
つ
け
た
魅
力
あ
る
散
策
コ
ー

ス
を
策
定
し
、
正
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

の
知
識
を
身
に
つ
け
、
健
康
増
進
と
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
３
時
（
午
前
中
：
埼
玉
県
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
協
会
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

午
後
：
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
実
践
）

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
内
（
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
前
に
集
合
）

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
か
ら
数
週
間
、
歩

数
計
（
貸
与
）
を
着
用
し
、
デ
ー
タ

の
収
集
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
・
問
ふ
る
さ
と
創
造
課

　

☎
22

－

２
８
２
３

小
学
生
護
身
術
教
室

９と　

き　

３
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪
の
毎

週
月
・
木
曜
日
、午
後
７
時
～
８
時
（
全

９
回
）

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
武
道
場

対　

象　

小
学
生
お
よ
び
保
護
者

指
導
者　

秩
父
市
少
林
寺
拳
法
連
盟

参
加
費　

１
，０
０
０
円（
保
険
料
ほ
か
）

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

申
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

４
０
０
４

Ｋ
Ｈ
ダ
ン
ス
友
好
会

10と　

き　

毎
週
月
曜
日
の
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

内　

容　

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
（
社

交
ダ
ン
ス
）
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

募
集
人
数　

20
人
（
成
人
男
女
）

講　

師　

斎
藤
友
紀
恵
先
生

　
　
　
　

斎
藤
國
彦
先
生

会　

費　

年
１
０
，
０
０
０
円

申
２
月
23
日
㈪
、
３
月
２
日
㈪
、
９
日

㈪
午
後
１
時
30
分
～
３
時
に
、
歴
史
文

化
伝
承
館
ホ
ー
ル
へ
会
費
を
持
参
の
う

え
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
Ｋ
Ｈ
ダ
ン
ス
友
好
会 

今
井

　

☎
22

－

１
９
５
８

　

中
央
公
民
館
☎
22

－

０
４
２
０

秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

野
菜
づ
く
り
教
室

11と　

き　

３
月
３
日
㈫
、
24
日
㈫
、
４

月
７
日
㈫
、
５
月
12
日
㈫
、
６
月
９
日

㈫
、
７
月
14
日
㈫
、
８
月
11
日
㈫
、
９

月
15
日
㈫
、
10
月
13
日
㈫
、
11
月
17
日

㈫
（
全
10
回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館
集
会
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

講　

師　

県
秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

普
及
部

定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

４
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
２
月
27
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
を
添
え

て
左
記
へ
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
㈳
秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
22

－

４
４
５
４ 広告



２月 ３月 保健センターカレンダー

25

※詳細については、今月号16～17ページおよび１月号の「保健センターだより」をご覧ください。
　また、昨年３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成20年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

日 月 火 水 木 金 土
２/15 16 17 18 19 20 21

●４か月児健診
（秩父）
●よしだ元気塾
（吉田）

●10か月児健診
（秩父）

●親子ふれあい教
室（荒川）

●ことばの相談
（吉田）

●４か月・10か月
児健診・ＢＣＧ
予防接種（吉田）

22 23 24 25 26 27 28
●歯みがき教室
（秩父）

●言語リハビリ教
室（荒川）

●１歳６か月児健
診（秩父）

●言語リハビリ
（吉田）

●ＢＣＧ予防接種
（秩父）
●１歳６か月・３
歳児健診・歯み
がき教室（荒川）

●言語リハビリ教
室（秩父）

３/１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
●両親学級１日目
（秩父）
●育児相談（荒川）

●育児相談（秩父）
●育児相談・健康
相談（吉田）

●３歳児健診（秩
父）

●親子ふれあい教
室（荒川）

８ ９ 10 11 12 13 14
●両親学級２日目
（秩父）

●親子ふれあい教
室（吉田）

●三種混合（秩父）
●健康相談・育児
相談（大滝）

●健康相談（荒川）●両親学級３日目
（秩父）
●歯みがき教室
（吉田）

●１歳６か月児・
３歳児健診（吉
田）

15 16 17 18 19 20 21
●ＢＣＧ予防接種
（秩父）

●４か月児健診
（秩父）

●10か月児健診
（秩父）

●言語リハビリ教
室（秩父）

●ことばの相談
（吉田）
●親子ふれあい教
室（荒川）

春分の日

と　き　３月12日㈭
　　　　午後１時30分～４時
ところ　秩父保健所　大会議室
内　容　「摂食障がい者の社会復
帰と地域でのサポート」心理療法
士による講演と、のびの会（摂食
障害者を支える会）当事者とのトー
クディスカッション（参加無料）
申込期限　３月９日㈪まで
申・問秩父保健所　保健予防推進
担当☎２２－３８２４

摂食障害（拒食症・
過食症）講演会

　いきいき楽しく健康に暮らす
ことの知恵と上手な医療の受け方
について、わかりやすくお話しし
ます。
と　き　２月26日㈭
　　　　午後２時30分～４時
ところ　市民会館３階第１会議室
講　師　秩父市立病院長
定　員　150人（入場無料）
問地域医療対策課
　☎２２－２２７９

地域医療講演会
「上手なお医者さんのかかり方」

と　き　３月７日㈯
　　　　午後１時～３時30分
ところ　市民会館４階長尾根
内　容　「睡眠時無呼吸症候群」
についての講演会や相談コー
ナー、各種実演･体験コーナーなど
の健康づくりセミナー（入場無料）
定　員　80人（先着順）
申込期限　３月４日㈬まで
申・問県循環器･呼吸器病センター
☎０４８－５３６－９９００

彩の国いきいき健康塾
in ちちぶ
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　12月21日、大滝老人福祉センターにおいて、
秩父市健康推進員連絡会大滝支部の主催によ
る子育て支援交流会が開催されました。
　これは、健康推進員が地域の子どもや子育
て家庭とふれあい、地域をあげて子育て支援
を行うために開いたものです。
　当日は、乳児から中学３年生までの子ども
とその保護者の72人が参加し、リース作りな
どでふれあいながら交流を深めました。
　保護者にとって子育ての先輩と話ができ、
大きな力と心の支えが得られたようです。

もう一つの成人式

　１月９日に吉田幼稚園で幼稚園と保育所の
合同餅つき大会が行われました。
　当日は、吉田地区の民生委員・児童委員協
議会の皆さんに協力していただき、もち米を
蒸すところから始めました。子どもたちは順
番に重いきねを一生懸命に振るってペッタン、
ペッタンと餅をつき、できあがった餅は、き
な粉、あんこ、からみ餅にしておいしくいた
だきました。

　１月30日に創立
100周年を迎えた
荒川東小学校の新
校 舎 が 完 成 し ま
した。新校舎は３
階建てで、積極的
に木材を取り入れ
ており、温もりが
感じられるものと
なっています。ま
た、各教室前には
多目的スペースが

配置され、さまざまな学習空間の展開に対応
できるようになっています。校舎の北側には
学童保育室も配置しています。
　１月８日には多くの方々を招いて竣工記念
式典が行われました。地域のシンボルとして、
未来を担う子どもたちがのびのびと育ってい
くよう、大きな期待が寄せられました。

荒川東小学校の新校舎が完成

吉田幼稚園・保育所合同餅つき大会

子育て支援事業

「地域のみんなで楽しく子育て！」

　１月18日、農園ホテルにおいて障がい児
（者）の保護者等で構成する秩父手をつなぐ
育成会（本橋貢会長）主催の「成人を祝う会」
が100余人の参加者のもとに行われ、新成人
６人が力強く自分の言葉で成人の誓いをしま
した。
　また、音楽ボランティアの指導をいただい
ている「ひかりバンド」も演奏を披露し、会
に華を添えました。出席者は、カラオケやビ
ンゴゲームを楽しみ、温かく優しいひととき
を過ごしました。

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
　　　　　　　　　　 　　koho@city.chichibu.lg.jp

２・３月の本庁舎　平日夜間窓口は、２月12日㈭・26日㈭、３月12日㈭です。
詳しくは９ページをご覧ください。
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道
案
内
、
観
光
案
内
の
達
人
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、
お
も
て
な
し
の
心
に
理
解

を
深
め
、
訪
れ
る
方
や
住
ん
で
い
る
方

に
、
市
に
あ
る
優
れ
た
地
域
資
源
を

案
内
で
き
、
魅
力
あ
る
秩
父
創
り
に
協

力
い
た
だ
く
た
め
に
、「
温
も
り
観
光

ガ
イ
ド
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
お
り
、

現
在
約
60
人
の
方
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
は
、
お
も
て
な
し
の
心

を
持
っ
て
、
秩
父
に
訪
れ
た
方
へ
の
道

案
内
、
観
光
案
内
な
ど
を
ど
の
よ
う
に

行
え
ば
よ
い
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
旅
を
し
て
、
地
元
の
方
々

に
親
切
、
丁
寧
、
そ
し
て
的
確
な
道
案

内
や
観
光
案
内
を
し
て
い
た
だ
い
た
経

験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
応
対

の
仕
方
に
「
気
持
ち
の
良
い
応
対
だ
っ

た
」「
道
に
迷
わ
ず
に
す
ん
だ
」「
親
切

な
方
が
多
く
、と
て
も
良
い
観
光
地
だ
」

「
ま
た
来
た
い
」
な
ど
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
で
は
、
お
も
て
な
し

の
心
を
持
っ
て
接
す
る
に
は
何
が
大
切

か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

このページを折りにふれてご覧いただき、日ごろのおもてなしにお役立てください。

お
も
て
な
し
の
実
践
編

　

一
人
ひ
と
り
が
「
ち
ち
ぶ
」
の
代
表

者
と
思
っ
て
、
応
対
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
例
え
説
明
が
多
少
不
足
し
て
も
、

相
手
に
は
「
一
生
懸
命
応
対
し
て
く
れ

て
い
る
」
と
伝
わ
る
も
の
で
す
。
笑
顔
、

親
切
、
丁
寧
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
秩
父
を
訪
れ
た
方
が
、
あ
な

た
に
道
や
訪
れ
る
場
所
を
聞
い
た
と

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
案
内
す
る
場
合
は
、

わ
か
り
づ
ら
い
近
道
や
、
細
い
道
な
ど

を
勧
め
る
の
で
は
な
く
、
多
少
遠
回
り

で
も
良
い
の
で
、
主
要
な
道
路
、
目
立

お
客
様
の
気
持
ち
に
な
っ
て
〝
お
も
て

な
し
の
心
〞
で
応
対
し
ま
し
ょ
う

道
案
内
、
観
光
案
内
な
ど
は
、
分
か
り

や
す
く
、
具
体
的
に
！

つ
ポ
イ
ン
ト
（
商
店
、
観
光
施
設
、踏
切
、

交
差
点
、
看
板
な
ど
）を
目
安
に
案
内
し

た
ほ
う
が
、
分
か
り
や
す
く
す
ん
な
り

目
的
地
に
到
着
で
き
ま
す
。
ま
た
、
さ

ら
に
分
か
り
や
す
く
す
る
に
は
、
例
え

ば
、
「
○
○
目
の
信
号
を
右
折
し
、
○

ｍ
ぐ
ら
い
直
進
し
、
一
番
初
め
の
信
号

を
･
･
･
」
な
ど
と
具
体
的
に
案
内
す

れ
ば
、
相
手
の
方
も
安
心
し
て
目
的
地

に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

秩
父
は
、
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
、

道
路
整
備
が
進
み
、
首
都
圏
か
ら
も
車

で
訪
れ
る
方
が
増
え
ま
し
た
。
現
在
、

車
で
訪
れ
る
方
の
多
く
は
、
カ
ー
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
目

的
地
周
辺
ま
で
は
ス
ム
ー
ズ
に
到
着
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
分
か
り
に
く
い
場

所
だ
と
、
ど
う
し
て
も
自
分
の
目
で
確

か
め
な
が
ら
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
最

後
に
目
印
と
な
る
建
物
な
ど
を
案
内
す

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
目
的
地
に
到
着

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
が
運
転
中
に
狭

い
道
で
他
県
ナ
ン
バ
ー
な
ど
の
車
を
見

か
け
た
ら
、
道
を
譲
っ
て
あ
げ
る
の
も

喜
ば
れ
ま
す
。ま
た
、右
折
し
よ
う
と
し

て
い
た
ら
、
交
通
状
況
等
を
考
慮
し
な

が
ら
合
図
を
し
、
優
先
し
て
通
過
さ
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
ん
な
ち
ょ
っ
と

し
た
親
切
も
小
さ
な
”お
も
て
な
し
“
と

な
り
ま
す
。

　

意
外
と
観
光
地
に
住
ん
で
い
る
方
々

は
、
灯
台
下
暗
し
で
、
観
光
施
設
の
内

容
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
行
っ
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

札
所
を
例
に
す
る
と
、「
何
番
」
と

言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
「
だ
い
た
い
こ
の

辺
り
」と
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
お
寺
の

名
前
だ
け
で
は
ピ
ン
と
こ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
基
礎
的
な
知
識

を
身
に
つ
け
る
た
め
、
毎
月
掲
載
し
て

い
る
「
”お
も
て
な
し
“
の
た
め
の
た
び

案
内
―
観
光
ひ
と
く
ち
メ
モ
―
」
を
再

読
し
た
り
、
気
に
な
っ
た
場
所
に
行
っ

て
み
た
り
し
て
、
知
識
を
増
や
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
暖
か
い
格
好
を
し
て
、

天
気
の
良
い
日
に
陽
だ
ま
り
の
中
を
歩

く
の
も
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
よ
。

　

最
後
に
復
習
で
す
。
道
案
内
、
観

光
案
内
は
、「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
、

分
か
り
や
す
く
、
具
体
的
に
、
知
識
を

身
に
つ
け
て
親
切
に
応
対
し
ま
し
ょ
う
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22
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最
後
の
一
押
し
の
案
内
で

〝
お
も
て
な
し
〞
の
た
め
の
知
識
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
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食
と
農
に
よ
る

秩
父
路
魅
力
ア
ッ
プ

秩
父
芸
術
祭

実
行
委
員
会

　
「
食
の
安
全
や
安
心
」
に
対
す
る
消

費
者
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
都
道
府
県

が
中
心
と
な
り
、
全
国
各
地
で
独
自
の

認
証
制
度
を
作
り
、「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」

を
構
築
し
て
食
の
安
全
に
取
り
組
も
う

と
い
う
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
地
方
の
元
気
再
生
事
業
に
お

い
て
次
の
３
つ
の
事
業
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

秩
父
産
パ
ン
用
小
麦
栽
培
の
実
証
実
験

　

市
内
で
は
ほ
と
ん
ど
作
付
け
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
パ
ン
用
の
小
麦
を
市
内
の

農
家
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
約
20

ア
ー
ル
栽
培
し
、
収
穫
し
た
小
麦
を

使
っ
て
新
た
な
特
産
品
の
開
発
や
パ
ン

の
試
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地

産
地
消
を
意
識
し
た
パ
ン
の
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

秩
父
産
の
食
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
特
産
菓
子
開
発

　

お
菓
子
な
郷く

に

推
進
協
議
会
で
は
、「
秩

父
発
を
日
本
初
に
！
」
を
合
い
言
葉
と

し
、
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
オ
ー
ル
秩

父
産
原
材
料
お
菓
子
の
創
出
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
お
り
、
お
菓
子
の
主
原
材
料

の
一
つ
で
あ
る
「
砂
糖
」
を
地
域
農
産

物
で
賄ま

か
な

う
た
め
に
、
昨
年
８
月
に
砂
糖

大
根
の
種
を
蒔
き
、
12
月
に
収
穫
し
ま

し
た
。
現
在
、
製
品
化
に
向
け
て
試
験

中
で
す
が
、
秩
父
産
の
砂
糖
を
使
用
し

た
新
作
の
お
菓
子
が
誕
生
し
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

秩
父
産
の
食
材
を
活
用
し
た
創
作
料
理

メ
ニ
ュ
ー
の
研
究
開
発

　

秩
父
地
域
の
風
土
や
習
慣
と
と
も
に
、

秩
父
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
を
使
っ
た

四
季
折
々
の
食
材
を
選
定
し
て
、
創
作

料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
試
作
品
に
つ
い
て
は
、
地
元
秩

父
農
工
科
学
高
校
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

科
の
生
徒
や
、
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
創

作
料
理
の
新
メ
ニ
ュ
ー
を
ま
と
め
て
い

き
ま
す
。
今
後
の
各
種
事
業
の
展
開
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
☎
25
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秩
父
芸
術
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、「
心
動
か
す

芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
度
以
降
、
毎
年
９

月
か
ら
12
月
末
ま
で
、
市
内
で
開
催
す

る
人
々
の
心
を
癒
す
音
楽
会
、
演
劇
、

書
、
絵
画
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
創
造

す
る
芸
術
文
化
活
動
を
「
ち
ち
ぶ
芸
術

祭
」
の
参
加
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
募
集
し
、

今
年
度
は
過
去
最
高
の
46
イ
ベ
ン
ト
が

参
加
し
ま
し
た
。
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

報
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
全
国
に
発

信
し
、
多
く
の
方
々
に
イ
ベ
ン
ト
会
場

へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
秩
父
市
に
息
づ

く
芸
術
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
主
事
業
と
し
て
、
昨
年
９
月
に
秩

父
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
稽
古
場
試
演
会

第
二
弾
「
赤
鬼
」
を
開
催
し
、
素
晴
ら

し
い
舞
台
芸
術
の
創
作
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月

に
は
、「
旅
立
ち
の
丘
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
、
市
内
と
交
流
都
市
の
音
楽

愛
好
団
体
に
よ
る
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏

に
触
れ
る
機
会
を
作
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
華
や
か
に
す
る
た
め
、
造
形

作
品
を
募
集
し
、
数
多
く
の
作
品
が

集
ま
り
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。
12
月
に

は
、
子
育
て
支
援
の
ま
ち
の
実
現
に
向

け
、
薗
田
真
木
子 

氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
に
よ
る
「
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度

か
ら
、
ち
ち
ぶ
夢
創
り
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団（
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

を
結
成
し
、
プ
ロ
の
指
導
者
に
つ
い
て

管
楽
器
や
弦
楽
器
の
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
発
表
す
る
た
め
、
３
月
15

日
㈰
に
歴
史
文
化
伝
承
館
に
お
い
て
初

公
演
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
秩
父
市
を
全
国
に
誇
れ
る
芸

術
文
化
の
ま
ち
に
築
き
上
げ
る
た
め
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
秩
父
芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
ふ
る
さ
と
創
造
課
）
☎
22
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パン用小麦の種まきの様子

砂糖大根の収穫風景

旅立ちの丘コンサート

秩父市民ミュージカル稽古場試演会第二弾「赤鬼」

市民ミュージカル・市民オーケストラのメンバーを募集中！
興味のある方は、ふるさと創造課（☎２２－２８２３）まで
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※今月号も、ちちぶ夢創りおもてなし協議会とともに、「おもてなしのまちづくり」を行っている団体
等を紹介しています。

地域の活性化が図られています！
「まちおこしお助け資金制度」（秩父市地域振興補助制度）の活用団体のご紹介

　「まちおこしお助け資金制度」は、市民の皆さんとともに、秩父市のより良いまちづくりを行っていくため、
秩父市全体が潤い、市の魅力が保たれるような「まちおこし事業」や「都市住民との交流施策」を重点的に
支援していくための制度です。
　具体的には、地域の皆さんが力を合わせてまちづくりを行う事業や、集落の機能を維持していこうとする
事業、都市住民の交流により賑わいを創出する事業などに対して応援していくものです。
　平成19年度から、市民の皆さんに応募をいただき、さまざまな事業が各地域で展開されています。平成20
年度は下表に掲げる事業が行われ、皆さんの熱意により、着々と秩父市のまちおこしが進んでいます。
問ふるさと創造課☎２２－２８２３

平成20年度　まちおこしお助け資金制度を活用した事業の概要
事　　業　　名 主 催 団 体 名 事　　　業　　　概　　　要

秩父滝沢サイクルパーク
運 営 検 討 事 業

特 定 非 営 利 活 動 法 人
大 滝 滝沢ダム原石山プラント跡地に建設するサイクルパークの運営を検討する。

蜂・ 防 除 対 策 事 業 特 定 非 営 利 活 動 法 人
森 ハイカー等がスズメバチ等に刺される被害を食い止めるため防除対策を実施する。

大滝紅葉まつりにおける
おおたき源流ツーリズム
展 開 事 業

も り と 水 の 源 流 文 化 塾 「紅葉まつり」の期間に、大滝地域の魅力を広くアピールすることを目的に、エコツア
ーを開催する。

ギ ャ ラ リ ー 常 設 展 示、
民 話 語 り 公 演 に よ る
地 域 伝 統 文 化 伝 承 活 動

チ ー ム ６ ０ 荒川贄川地区に、年間を通してギャラリーを開設し、時節ごとに展示替えを行い、歴史、
むかし語り、絵画、陶芸の展示等を行う。

芦 川、 寺 沢 区 の
地 域 活 動 活 性 化 お よ び
人 の 交 流 親 睦 事 業

陽 野 ふ る さ と 会 陽野峠周辺の美化整備と遊休地の広場化により安全で快適な地域環境づくりを行う。

秩 父 ミ ュ ー ズ パ ー ク
再 生 プ ロ ジ ェ ク ト

特 定 非 営 利 活 動 法 人
秩 父 の 環 境 を 考 え る 会

長尾根丘陵を中心とした子ども対象の自然観察会の開催や長尾根丘陵希少生物の保護保
全活動を行う。

秩 父 荒 川
イルミネーションロード

イルミネーションにより
街 を 明 る く す る 会

冬季の荒川地区にイルミネーションによる飾り付けを実施し、明るい街を目指す。また、
イルミネーションモデル地区としてＰＲし、旅館、民宿および商店街の活性化を目指す。

「 鯉 の ぼ り の 掲 揚 器 具 」
用 具 更 新 事 業

久 那 巴 川
鯉 の ぼ り を あ げ る 会

毎春、谷にひいたワイヤに鯉のぼりをつるす「鯉の谷渡し」を実施しているが、設備器
具が劣化したため、鯉のぼり掲揚器具を更新する。

ふ る さ と 創 造 体 験 事 業 い た づ ら 工 作 室 地域の方が指導者になり、トンボ玉や竹細工など工作教室を実施する。また、地域の方
の常設展・企画展を開催する。

白 久、 上 サ 地 内
フ ラ ワ ー ロ ー ド

白 久・ 三 峰 口 駅 周 辺
活 性 化 実 行 委 員 会

三峰口駅周辺の地域活性化のため、日々草、百日草などをプランターに植栽し、地域住
民の維持管理により花の道をつくる。

夏のイベント釜の上夏祭り 上 野 釜 の 上 赤 柴 区
遊 友 ク ラ ブ

案山子祭りにあわせて、地区の農園を主会場とし、花火大会や各種イベントを開催して、
地域のコミュニケーションや活性化を図る。

第 ３ 回 彦 五 郎 祭 彦 五 郎 祭 実 行 委 員 会 下吉田出身の初代坂東彦五郎を顕彰するため、秩父の歌舞伎団体が一同に会した公演を
初代ゆかりの地で開催する。

芦 田 地 区 環 境 保 全 事 業 芦 田 地 区 自 治 会 地区内にごみステーションの設置や街道沿いの草刈り・ごみ拾い等の環境保全事業を行
う。

第 ４ 回 和 太 鼓 元 気 祭 り 杉 山 社 中 秩父屋台囃子本来の姿を全国発信するほか、他地域の太鼓文化との交流を図る。

笠 鉾 の 修 繕 事 業 井 上 地 区 青 年 会 地域を活性化するためのイベントに曳き回していた笠鉾を修繕して、今後も継続利用し、
地区民の活性化を図る。

日干しレンガ窯づくりと
地 元 食 材 を 利 用 し た
石 窯 料 理 作 り

吉 田 元 気 村 食 育 の 会 専門家を招
しょうへい

聘し、石窯作りから地元産の食材を利用したピザ作りまでの講習会を一般募
集して行う。

環 境 美 化「 花 い っ ぱ い 」 中 島 区 中島区内の県道約300ｍの片側歩道に花のプランター100個を設置して、地区の美化、住
民のコミュニケーションを図る。

「 天 空 だ ん べ え 石 間 」
イ ベ ン ト 天 空 だ ん べ え 石 間 「漆木神楽」に合わせてイベントを実施する他、「城峯小唄」の復活により地域の伝統を

見直す。また、地産自然食材を活かし、他地域との交流を図り、石間に活気をもたらす。
既 耕 作 放 棄 地 の 復 旧 と
景 観 作 物 の 植 栽 「花楽里」創りお助け隊 お助け隊９人で県道に隣接した既耕作放棄地を復旧させ、景観作物（ハナモモ）の苗を

150本植え付ける。
草 の 刈 払 い、 除 草 等
お 助 け 事 業 隣 組 お 助 け 隊 隣組３世帯により、既耕作放棄地を復旧させ、アジサイやハナモモを植栽する。

花カイドウ維持管理事業 源 流 会 塚越地区から小川地区の県道約３㎞に植栽されているカイドウの下草刈りおよび肥培管
理を行うための作業用具等を購入し、地域の美化を確保する。

※第１次秩父市総合振興計画の地域別計画５地域のうち、中央地域以外を掲載しました。中央地域は、３月号で掲載します。
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※解答は「公民館だより」
　２ページの欄外



平成21年度 市内公民館・勤労青少年ホーム
講座・クラブ受講生募集

　市内11の公民館と勤労青少年ホームでは、多くの講座等を開催しています。ぜひご参加くだ
さい。きっと新しい発見や出会いがあります。

各公民館共通のお願い事項

・申込みの際は、電話受付を行う公民館を除き筆記用具と「参加費・会費」（記載の金額）をお持ちく
ださい。「参加費・会費」は、講師謝礼（主催講座は除く）、クラブ運営費等に充当します。

・受付初日に定員を超えた場合は、市内在住の方を優先します。中央、原谷公民館以外の地区公民館で
は、受付初日に定員を超えた場合は、地域住民の方を優先します。

・当日は混雑が予想されます。駐車スペースが少ないため、ご来館の際は公共交通機関をご利用いただ
くなど、ご協力をお願いします。

・申込人員が少ない場合は、やむを得ず開講しないことがあります。また、年間実施回数は、変更にな
る場合があります。

吉
田
公
民
館

①

吉田公民館　　☎77－1100
申込受付日時・会場

と　き　２月23日㈪から２月27日㈮の間、午前８時30分から午後５時まで受け付けます。
ところ　吉田公民館

【注意事項】　受付は先着順で定員になり次第締め切ります。電話でも申込みを受け付けます。

【吉田公民館　主催講座】

【吉田公民館　サークル活動】
　リズム体操、女性学級、押し花絵、民謡、健康体操など主に公民館の講座から発展し、自主的に継続して
活動しているサークルがあります。加入等のご希望の方は、吉田公民館へご相談ください。

№ 講　座　名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 参　　加　　費 備　　考
１ ヨガ教室 毎週月曜日・９回 14：00～16：00 15人 年　1,000円 ４月～６月
２ 郷土料理教室 不定・木曜日・５回 ９：00～12：00 20人 材料費実費 ４月～７月
３ 手芸教室（手編み） 毎月第２水曜日・６回 13：30～15：30 20人 材料費実費 ４月～９月

【吉田公民館　クラブ学習】
№ ク ラ ブ 名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 会　　　　　費 備　　考
１ 囲碁クラブ 毎週火曜日・31回 18：00～21：00 10人 年　1,000円 ４月～11月



中央公民館・勤労青少年ホーム　　☎22－0420　　　　　　　　　　中央公民館・勤労青少年ホーム　　☎22－0420　
申込受付日時・会場

と　き

【注意事項】　受付は先着順で、定員になり次第締め切ります。３月11日と12日の申込みは、上記会場で指定時間帯
に原則として本人が行ってください。３月11日と12日は電話による受付はいたしません。３月13日㈮
以降は、歴史文化伝承館１階事務室へ参加費・会費を添えてお申し込みください。

【中央公民館・勤労青少年ホーム　主催講座】

ところ　歴史文化伝承館２階ホール

ヨガクラブのみ３月11日㈬
午前に活動するヨガクラブ 午前10時～11時
午後に活動するヨガクラブ 午後２時～３時
夜間に活動するヨガクラブ 午後６時30分～７時30分
※日曜ヨガクラブの受付は午後６時30分から７時30分になります。

青少年学習部（40歳以下の勤労青少年優先講座です。定員に余裕がある場合は年齢を問いません。）

成人学習部（対象は、一般市民です。）

中
央
公
民
館

高齢者学習部（対象は、60歳以上の市民です。）

【中央公民館・勤労青少年ホーム　クラブ学習】
青少年学習部（40歳以下の勤労青少年優先講座です。定員に余裕がある場合は年齢を問いません。）

女性学習部（対象は、女性の市民です。）

②

№ 講　座　名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 参　　加　　費 備　　考
１ 青年茶道教室 毎週月曜日・34回 18：30～20：30 20人 年　3,000円（材料費別） 表千家
２ 青年陶芸教室 毎週火曜日・34回 18：30～20：30 24人 年　1,500円（材料費等別） 初心者歓迎
３ 軽音楽教室 毎週水曜日・34回 18：30～20：30 20人 年　3,000円 初心者歓迎
４ クッキング（水） 第２・４水曜日・15回 18：30～20：30 20人 年　2,000円（材料費別）
５ 青年生花教室 毎週金曜日・26回 18：30～20：30 20人 年　3,000円（材料費別） 龍生派　４月から12月

№ 講　座　名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 参　　加　　費 備　　考
１ 郷土学習教室 水曜日・20回 13：30～15：30 40人 年　2,000円
２ 料理教室 第２・４木曜日・15回 18：30～20：30 20人 年　2,000円（材料費別） 初心者歓迎
３ 初めて学ぶ中国語講座 土曜日・25回 15：30～17：00 30人 年　4,000円 初心者歓迎

№ 講　座　名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 参　　加　　費 備　　考
１ 寿学園教室 火曜日・20回 13：30～15：30 40人 年　2,000円
２ 寿健康教室 毎週金曜日・36回 10：00～12：00 100人 年　4,000円

№ ク ラ ブ 名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 会　　　　　費 備　　考
1 火曜ヨガクラブ 第2･3･4火曜日・33回 19：00～20：30 60人 半年4,000円 ３月11日受付

№ ク ラ ブ 名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 会　　　　　費 備　　考
１ 女声コーラスクラブ 毎週月曜日・43回 10：00～12：00 50人 半年7,000円 初心者歓迎
２ 七宝焼きクラブＡ 第２・４月曜日・24回 10：00～12：00 20人 半年6,000円（材料費別） 初心者歓迎
３ 七宝焼きクラブＢ 第２・４月曜日・24回 13：30～15：30 20人 半年6,000円（材料費別） 初心者歓迎
４ 洋裁クラブＡ 毎週月曜日・39回 10：00～12：00 15人 月　2,000円 着物リフォーム含
５ 洋裁クラブＢ 毎週月曜日・39回 13：30～15：30 15人 月　2,000円 着物リフォーム含
６ 女性ペン字クラブ 毎週火曜日・36回 ９：30～11：30 40人 ４か月4,000円 初心者歓迎
７ 手芸クラブ 毎週火曜日・39回 10：00～12：00 30人 半年6,000円（材料費別） 初心者歓迎
８ 女性ゴルフクラブ 毎週火曜日・46回 10：00～12：00 40人 月　4,000円 初心者歓迎
９ 癒しのフラメンコクラブ 毎週火曜日･46回 13：30～15：30 30人 半年7,000円 初心者歓迎
10 料理クラブ 第２・４水曜日・20回 10：00～12：00 30人 半年10,000円（材料費含） 初心者歓迎
11 女性卓球クラブ 毎週水曜日・46回 10：00～12：00 35人 半年6,000円 初心者歓迎
12 洋裁クラブＣ 毎週木曜日・43回 10：00～12：00 15人 月　2,000円 着物リフォーム含
13 女性民踊クラブ 毎週木曜日・45回 10：00～12：00 60人 月　1,000円 初心者歓迎
14 パッチワーククラブＡ 第２・４木曜日・20回 10：00～12：00 25人 半年9,000円（材料費別） 初心者歓迎
15 パッチワーククラブＢ 第２・４木曜日・20回 13：00～15：00 25人 半年9,000円（材料費別） 初心者歓迎
16 日本舞踊クラブ 毎週金曜日・36回 13：30～15：30 40人 ２か月4,000円 初心者歓迎
17 エアロビクスクラブ 毎週金曜日・45回 19：00～20：30 70人 半年6,000円 初心者歓迎

３月12日㈭
午前に活動する講座・クラブ 午前10時～11時

午後に活動する講座・クラブ 午後２時～３時

夜間に活動する講座・クラブ 午後６時30分～７時30分

おもてなしクイズの解答　Ｑ１　②荒川白久　　Ｑ２　①秩父久那



中央公民館・勤労青少年ホーム　　☎22－0420　　　　　　　　　　中央公民館・勤労青少年ホーム　　☎22－0420　
成人学習部（対象は、一般市民です。）

中
央
公
民
館

高齢者学習部（募集は60歳以上の方を優先します。）

【中央公民館サークル活動】
　史跡を訪ねる会、自然を訪ねる会、ダンス、パッチワークキルト、絵画、山歩きなど、主に公民館の講座
やクラブが発展し、自主的に継続して活動している多くのサークルがあります。加入等のご希望の方は、中
央公民館へご相談ください。
③

№ ク ラ ブ 名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 会　　　　　費 備　　考
１ 絵画クラブ 毎週月曜日・30回 ９：00～14：00 40人 半年7,000円（材料費別） 風景写生主体
２ ハーモニカクラブ 第１・３月曜日・20回 10：00～12：00 20人 ３か月4,000円 基礎から学びます
３ 三味線クラブ 毎週月曜日・33回 13：30～15：30 25人 月　2,000円 初心者歓迎
４ 謡曲クラブ 毎週火曜日･35回 ９：45～11：45 20人 月　2,000円 初心者歓迎
５ ヨガクラブ（昼）Ａ 毎週火曜日・41回 10：00～11：30 60人 半年5,000円 ３月11日受付
６ ヨガクラブ（昼）Ｂ 毎週火曜日・41回 13：00～14：30 60人 半年5,000円 ３月11日受付
７ ヨガクラブ（昼）C 毎週火曜日・41回 14：45～16：15 60人 半年5,000円 ３月11日受付
８ 写真クラブ 火曜日･19回 19：00～21：00 50人 年　6,000円（撮影会費別） 初心者歓迎
９ 童謡唱歌を歌う会 水曜日・12回（月１回） ９：30～11：30 200人 年　2,000円 独唱はしません
10 植物を描く会 水曜日･27回 10：00～12：00 40人 半年5,000円 初心者歓迎

11 茶道クラブ 水曜日（月３回）
各36回

10：00～12：00 15人
月　4,000円

大日本茶道学会
午前、午後に分か
れて活動します。13：00～15：00 15人

12 書道クラブ（昼） 第２・４水曜日・22回 13：30～15：30 40人 半年5,000円（材料費含） 初心者歓迎
13 民謡クラブ 第１・３水曜日・19回 13：30～15：30 10人 月　2,000円 初心者歓迎
14 ヨガクラブ（夜） 毎週水曜日・44回 19：00～20：30 65人 半年5,000円 ３月11日受付
15 水墨画クラブ 毎週水曜日・40回 18：30～20：30 40人 半年6,000円（材料費別） 初心者歓迎
16 俳句クラブ 第３木曜・12回（月１回）13：30～15：30 30人 半年3,000円 初心者歓迎
17 太極拳クラブ 毎週木曜日･42回 18：45～20：30 80人 年　7,000円 初心者歓迎
18 ペン字クラブ（夜） 第１・３木曜日・24回 19：00～20：50 30人 月　1,200円（教材費別） 初心者歓迎
19 木曜ヨガクラブ 毎週木曜日・45回 19：00～20：30 50人 半年5,000円 ３月11日受付
20 金曜ヨガクラブ 毎週金曜日・48回 10：00～11：30 60人 半年5,000円 ３月11日受付
21 金曜絵手紙クラブ 第１・３金曜日･24回 10：00～12：00 28人 ３か月3,000円（材料費等別）初心者歓迎
22 厳選フランス料理クラブ 金曜日・10回 10：00～12：00 20人 ５回分16,500円（材料費含）初心者歓迎
23 細筆クラブ 第１・２・３金曜日・28回 13：30～15：30 40人 ３か月3,000円 初心者歓迎
24 英会話クラブ（昼） 毎週金曜日･39回 13：30～15：30 30人 半年6,000円（教材費別） 初心者歓迎
25 英会話クラブ（夜） 毎週金曜日・40回 18：30～20：30 40人 半年6,000円（教材費別） 初心者歓迎
26 書道クラブ（夜） 金曜日・31回 18：30～20：30 30人 半年6,000円（教材費別） 初心者歓迎
27 てん刻クラブ 第２・４金曜日・23回 18：30～20：30 20人 半年6,000円（材料費等別） 初心者歓迎
28 卓球クラブ 毎週金曜日・47回 19：00～20：50 35人 年　2,000円 初心者歓迎
29 油彩クラブ 第１・２・３土曜日･30回 ９：00～12：00 20人 半年12,000円（材料費等別）初心者歓迎

30 文学クラブ 第２・４土曜日･19回 10：00～12：00 40人 年　5,000円（テキスト代別）紫式部日記菅原伝授手習鑑
31 陶芸クラブ（昼） 第１・３土曜日・24回 13：30～15：30 24人 月　3,000円（材料費含） 初心者歓迎
32 絵手紙クラブ 第１・３土曜日・24回 14：00～16：00 30人 ３か月3,000円（材料費等別）初心者歓迎
33 陶芸クラブ（夜） 第１・３土曜日・24回 18：30～20：30 30人 月　3,000円（材料費含） 初心者歓迎
34 吹奏楽クラブ 土曜日・22回 18：00～20：30 50人 半年4,000円 初心者歓迎
35 日曜ヨガクラブ 日曜日・24回 10：00～11：30 60人 半年2,500円 ３月11日受付

№ ク ラ ブ 名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 会　　　　　費 備　　考
１ わかば民踊クラブ 毎週水曜日・45回 13：00～15：00 80人 半年4,000円 初心者歓迎
２ 寿卓球クラブ 毎週月・木曜日・93回 13：00～17：00 55人 年　3,000円
３ 寿書道クラブ 第２・４木曜日・21回 13：30～15：30 40人 半年4,000円 初心者歓迎



荒
川
公
民
館

浦
山
公
民
館

浦山公民館　　☎24－4912
申込受付日時・会場

と　き　３月２日㈪から３月25日㈬の間、午前９時から午後５時まで受け付けます。
　　　　ただし、土曜・日曜・祝日を除く。
ところ　浦山公民館（会議室）
【注意事項】　受付は先着順で、定員になり次第締め切ります。電話でも申込みを受け付けます。

【浦山公民館　主催講座】

④

【浦山公民館　クラブ学習】

荒川公民館　　☎54－1058
申込受付日時・会場

と　き　３月19日㈭午前９時から受け付けます。
ところ　荒川公民館へ申込み。電話申込も可。
【注意事項】　３月19日以降も定員にならないクラブは随時申込みを受け付けますので、荒川公民館までお問い合わ

せください（土曜・日曜・祝日を除く）。

【荒川公民館　クラブ学習】
№ ク ラ ブ 名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 会　　　　　費 備　　考
１ 荒川茶道同好会 第１・２・３木曜日・36回 13：00～16：30 10人 毎月3,000円
２ 荒川ハーモニカ 第１・３木曜日・23回 18：30～20：30 なし なし
３ 荒川俳句同好会 第３日曜日･12回 ９：00～16：00 20人 毎月　500円
４ 荒川謡曲会 第２・３水曜日･20回 16：30～20：30 20人 年　40,000円 教本は別途
５ 生　花 第２・４月曜日・22回 19：00～20：50 15人 毎月1,000円 材料費は別途
６ 絵手紙 第２土曜日・12回 13：00～15：30 20人 毎月1,000円 材料費は別途
７ おはなしくれよん 毎週火曜日・41回 10：00～12：00 なし なし
８ さわやかストレッチ 毎週月曜日・44回 10：30～12：00 25人 毎月3,000円 ゴムバンド1,000円
９ ３Ｂ体操あらかわ 第１～４木曜日・48回 19：00～20：45 20人 毎月2,000円 用具は別途
10 ３Ｂ体操ほがらか 第１～４火曜日・48回 10：00～11：55 15人 毎月2,000円 用具は別途
11 手芸編物 第１・３月曜日・20回 19：00～20：50 15人 半年6,000円 材料費は別途
12 植物画スケッチ 第２・３・４火曜日・24回 10：00～15：00 20人 毎月1,000円 用具は別途
13 白雪筆道 第２・４木曜日･23回 13：30～15：00 20人 半年6,000円 用具は別途
14 水墨画 第２・４金曜日・24回 19：00～20：50 10人 毎月2,000円 材料費は別途
15 太極拳 毎週金曜日・33回 19：00～20：50 30人 毎月1,000円
16 読書会 第４月曜日・12回 13：00～15：30 20人 半年3,000円 テキスト代は別途
17 パッチワーク（昼） 第１・３水曜日・20回 10：00～12：00 20人 半年6,000円 材料費は別途
18 パッチワーク（夜） 第２・４水曜日・20回 19：00～20：50 15人 半年6,000円 材料費は別途
19 フラワーアレンジメント 第１木曜日・11回 10：00～12：00 25人 半年3,000円 材料費は別途
20 民　謡 第２・３・４金曜日･35回 19：00～20：30 15人 ３か月5,000円 教材費1,000円
21 ヨ　ガ 毎週金曜日・46回 13：30～15：00 50人 半年6,000円 用具は別途
22 わんぱくクラブ 月２回・20回 13：00～14：30 35人 半年3,000円 年少児～小学４年
23 童謡・唱歌を歌う会 第４水曜日・12回 13：30～15：30 なし 年　2,000円
24 リフレッシュクラブ 毎週水曜日・50回 10：00～12：00 20人 １回500円

エアロビのクラ
ブです25 リフレッシュクラブ 第１・３・５金曜日・24回 19：00～20：50 20人 １回500円

26 リフレッシュクラブ 毎週月曜日・50回 19：00～20：50 20人 １回500円

№ 講　座　名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 参　　加　　費 備　　考
１ 盆栽教室 毎月10日・９回 19：00～21：00 15人 年　1,000円 初心者歓迎
２ 大正琴教室 第１・３月曜日・15回 13：30～15：30 15人 年　1,000円 初心者歓迎
３ わさび栽培教室 第３・水曜日・12回 13：00～15：00 15人 年　1,000円（材料費別） 初心者歓迎
４ コンニャク作り教室 10月７日 10：00～13：00 15人 材料費別 初心者歓迎
５ つとっこ作り教室 ６月10日 10：00～13：00 15人 材料費別 初心者歓迎
６ わさび漬け作り 12月16日 11：50～13：50 15人 材料費別 初心者歓迎

№ ク ラ ブ 名 実施曜日・年間回数 活動時間 定員 会　　　　　費 備　　考
１ 写真クラブ 第２火曜日・12回 19：00～21：00 15人 年　3,000円 初心者歓迎
２ 卓球クラブ 毎週木曜日・45回 19：00～21：00 10人 年　1,000円 初心者歓迎


